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4月13日に中野部落にある三島神社で春まつりが行われました。山鳥坂しめ神楽が奉納され赤ちゃん

からお年寄りまでが訪れて厄除け祈願をしてもらい今年一年の無事を祈っていました。

令月号の主な内容
＝町 報＝ ＝農林だより＝

層平成10年度予算 2 〶大洲・喜多地区の農協合併について

~3 月定例議会 4 ~]A肱川機構図

慢肱川町行政機構図 10 蒼木材・椎茸市況 ・・・・

0風博通信 ．．． 12 

優あらゆる災害から身を守ろう • 13 
＝公民館報＝

漫農作業賃金決まる・ ・・ ・・ 13 浸平成10年度公民館活動方針

漫年金だより 14 層町内教職員の異動・

0社協だより ．．．．．． ．． ．． 15 漫お四国学級生募集について

0お知らせ・ .... ・26 

16 

・19 

20 

・22 

・24 

・25 

町民のうごき

人口 3,2 5 1人 (-10)

男 1,5 68人(-7) 

女 1,6 8 3人 (-3)

世帯数 1, 0 0 8器(-5) 

（平成10年3月31日現在）



⑱。母。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 邸臨毎 (2) 

43億2,550万円
32億円 l千万円でスター卜

〔図 l〕 一般会計歳入

1億 2億 3億 4億 5億 17億
i | 

地方交付税

町 債

県支出金

町

繰 越

税

金

国庫支出金

地方譲与税

使用料・手数料

自動車取得税
交付金

財産収入

そ の 他

17億1.000万円(53.3%)

□D 
5億6.680万円(17.7%) 

3億7.505万円(11.7%) 

9.000万円(2.8%)

8.884万円(2.8%)

5. 100万円(1.6%) 

5.034万円(1.6%) 

3,500万円(1.1%)

1. 459万円(0.5%) 

3.976万円（1.2%)

(1万円未満四捨五入）

1億8,862万円(5.9%) 

平
成
十
年
度
の
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
三
二
億
一
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
三
億
一
千
万
円
(

1

0
 ・
七
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
な
予
算
と
し
て
は
、
来
年
完
成
に
向
け
赤
岩
橋
の
上
部
工
費
二

億
三
千
万
円
、
川
上
地
区
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
負
担
金
三
億
二
千
万
円
、

中
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
事
業
費
一
億
五
千
万
円
等
を
予
算
化
す
る
と
と
も

に
、
町
創
立
五
十
五
周
年
事
業
費
、

川

サ
ミ
ッ
ト
準
備
費
、
高
能
率
生
産
施
設

振
典
事
業
費
、
グ
リ
ー
ソ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費
等
を
新
た
に
予
算
化
し
、

基
盤
整
備
・
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
、
平
成
十
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
新

し
い
町
創
造
に
向
広
，匂

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↓

P
 

国民健康保険特別会計

2億5,170万円
前年度に比べ6.3％の減額

簡易水道特別会計

4億1,500万円
前年度に比べ98.6％の増額

老 人保健特別会計

4億4,540万円
前年度に比べ15.7％の増額

住宅新築資金等貸付特別会計

340万円
前年度に比べ6.3％の増額

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
十
七
億

一、

0
0
0万
円
と
最
も
多
く
半
分

以
上
の
五
三
・
三
％
を
占
め
て
い
ま

す
。ま
た
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ

く
町
税
は
一
億
八
、
八
六
二
万
円
と

歳
入
の
五
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に

分
け
て
み
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料

な
ど
の
自
主
財
源
は
、
三
億
六
、
五

九
一
万
円
で
全
体
の
一
―
•
四
％
し

か
な
く
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
二
八
億
四
、

四

0
九
万
円
、
八
八
・
六
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
な
く

財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存
し

て
い
る
た
め
、
補
助
事
業
等
を
有
効

に
取
り
入
れ
、
最
小
の
経
費
で
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
財
政
運
営
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

町民 l人当りの予算額

一般会計

HlO. 3.31現在人口

3,251人

R
 
町税 58,019円 歳出額 987,388円



(3)~®。 4。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鱈師毎

冒電置国＇璽置遭
遭ヽ酎ィ・場 423,286千円
► タム対策関連事業費・・・ ・ ・・・・・・・・・
► 風の博物館等施設管理運営費・…..,5響疇＇↓≫ 600,426千円
► 老人福祉施設費・・・・・・ · •.... 

► 老人福祉費・・・・・・・・・ ・ ・・・・
► ） 1| 上地区特別養護老人ホ ーム建設事業費
► 地域改菩対策事業費・・・・・・・・・・・・・・・
► 町創立55周年事業費·・・・・・・・・・・
► 児童福祉施設費・・・ ・・ ・・ ・ ・・・・・・

‘”~'790千円
► 葬祭施設整備事業費・・・・
► 予防費・・・・・・・・・・・・

► 簡易水道会計繰出金
► し尿・ じん芥処理費・・・・・・・・・・・・・・・・

“喜鬱酎● 380,314千円
► 県単独土地改良事業費・・・・・・・
► 農村総合整備モデル事業費
► 農地流動化促進事業費・ ・ ・・・・・・・・・
► 林道整備事業費補助金・・・・・・・・・
► 林道舗装事業費・・・・・・・・・・・・・

f'ffl...9 42,883千円
► 観光施設整備事業費・・・・・・・・・・・・・・・・
► 温泉掘削 ボーリソグ事業費・・・・・・・・・・-:・i● 379,602千円
► 道路維持補修費...... .. . ........ ....... 27,316万円
► 県道改良負担金・・・.... . ........ .. ...... 50,000千円
► 町道新設改良費... .. .. ...... . . .... . ... 255,100千円

► 河） 1|改良負担金・・・・・・・・・・・・・・ 5,000千円

翻＇．防1.層l 80,863千円
► 非常備消防費.... . .......... 

► 大洲地区広域消防事務組合負担金

、忍i.’’’● 400,129千円
► 小学校プー ル建設事業費・・・・・・・・・・・・
► 小学校管理費······ · ······ · ···
► 中学校費. . ・・ ・・
► 幼稚園費・•.．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．

► 学校給食費
► 社会教育費・・ ・ ・・ ・・・・ ・・ ・・≪"・i● 701,326千円
► 地方債償還元金•利子・・・・・・・ ・

9,411千円
10,000千円

699,326千円

〔図 3〕

26,460千円
32,218千円

57,932千円
79,838千円
315,479千円
47,800千円
6,228千円
9,247千円

10,000千円
11,922千円
46,417千円
28,685千円

34,100千円
153,900千円
2,000千円
49,500千円
32,200千円

21,642千円
56,110千円

151,670千円
17,788千円
11,380千円
32,832千円
39,491千円
67,894千円

性質別経費の内訳

平成10年度予算総額

一般会計予算

〔図 2〕 一般会計歳出

7億 6億 5億 4億 3億 2億 1億

7億133万円(21.8%)

6億43万円(18.7%) 

4億2,329万円(13.2%)

4億13万円(12.5%) 

3億8.031万円(11.8%)

3億7.960万円(11.8%) 

1億2.279万円(3.8%)

8.086万円(2.5%) 

6,421万円(2.0%)

4,288万円(1.3%) 

1,418万円(0.4%) 

(1万円未満四捨五入）

公

民

総

教

土

衛

消

議

商

そ

債

生

務

育

農林水産費

木

生

防

会

工

の

費

費

費

費

費

費

費

費

費

他

扶助費

19,478千円
(0.6%) 

歳
出
で
は
公
債
費
が
七
億
一
三
三

万
円
と
ニ
―
・
八
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
昨

年
度
と
比
べ
、

0
•
五
％
低
下
は
し

て
い
ま
す
が
、
額
自
体
は
八
•
四
％

増
加
し

て
い
ま
す
。

次
い
で
民
生
費
六
億
四
三
万
円

（
一
八
・
七
％
）
、
総
務
費
四
億
二、

三
二

九
万
円
(
-
三
・
ニ
％
）
教
育
費

四
億

ニ
ニ
万
円
(
―
ニ
・
五
％
）
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
義
務
的

経
費
が
、
十
二
億
九
、
九

八
三
万
円

と
全
体
の
四

O・
五
％
を
占
め
、
普

通
建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費
は

十
二
億
三
、
一
五
三
万
円
（
三
八
•
四

％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。



i⑲。⑭。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂邸尋 (4) 

平
成
九
年
度
を
終
了
し
、
新
年
度

を
迎
え
る
に
当
り
、
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
九
年
度
は
地
方
自
治
法
施
行

五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り

ま
し
た
。
わ
が
国
の
発
展
と
と
も
に

自
治
制
度
も
次
第
に
充
実
し
、
多
く

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
わ
が
肱
川
町
に
お
ぎ
ま
し

て
も
幾
多
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
今

日
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
記
念
す
べ
き
年
、
私

と
し
ま
し
て
も
六
期
目
の
町
政
を
担

当
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
の
第
一

年
度
で
あ
り
ま
し
て
、
全
力
を
挙
げ

て
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

口会3月定例会

平
成
十
年
度
の
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
三
十
二
億
＿
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
三
億
＿
千
万
円
（

＿

o.
七
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
予
算
の
内
容
は
、
前
年
に
引
き
続
き
赤
岩
橋
の
改
良
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
に
よ
る
影
地
地
区
農
道
、
正
山
地
区
集
落
道
の
整
備
事
業
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
事
業
等
と
し
て
、
中
野
小
学
校
の
屋
外
プ
ー
ル
建
設
事
業
、
町
創
立
五
十
五
周
年

事
業
費
、
川
サ
ミ
ッ

ト
準
備
事
業
費
、
高
能
率
生
産
施
設
振
興
事
業
費
、
川
上
地
区
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
建
設
の

一
部
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
＿
般
会
計
予
算
の
概
要
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
町
行
政
に

対
す
る
よ
り
＿
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
。
交
流
促
進
セ
ソ
タ
ー
鹿
野
川

荘
の
オ
ー
プ
ソ
、
大
谷
省
エ
ネ
施
設

の
操
業
開
始
な
ど
の
大
事
業
を
完
成

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
数
年
来
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
火
葬
場
に
つ
き

ま
し
て
も
間
も
な
く
竣
工
で
ぎ
ま
す

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
藤
岡
製
作
所
の
進
出
、

え
り
も
町
風
の
館
と
の
姉
妹
館
提
携

な
ど
も
地
域
振
興
に
繋
が
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
大
変
申
し
訳
な
く
残
念
に

思
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
山
鳥
坂
ダ

ム
予
算
で
あ
り
ま
す
。
三
億
円
と
い

う
よ
う
な
極
端
な
結
果
に
な
り
ま
し

て
、
お
詫
び
の
言
葉
も
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
新
年
度
へ
努
力
を
継
続

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
年
度
で
あ
り
ま
す

が
、
時
あ
た
か
も
財
政
構
造
改
革
が

国
の
大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

一
般
歳
出
、
地
方
単
独
事
業
削
減
、

緊
縮
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
債

も
厳
し
い
方
向
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
在
し
、
国
土
保
全
対
策
の
創

設
‘
晨
暉
漁
村
地
域
活
性
化
重
視
の

方
向
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
諸
情

勢
を
踏
ま
え
て
町
の
施
策
を
展
開
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
新
年
度
早
々
、
自
治
法
施
行

五
十
周
年
、
立
町
五
十
五
周
年
を
記

念
し
、
式
典
を
実
施
し
、
「
風
の
碑
」

を
建
立
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
風
は
自
治
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

住
民
各
位
に
わ
が
町
を
考
え
る
、
風

を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
、

風
お
こ
し
十
三
年
目
の
年
を
力
強
く

頑
張
っ
て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

肱
川
町
最
大
の
課
題
は
、
山
鳥
坂

ダ
ム
で
あ
り
ま
す
。
受
け
入
れ
た
以

上
、
早
期
着
工
、
推
進
を
、
と
い
う

の
が
町
の
基
本
的
考
え
で
あ
り
ま
す
。

国
・
県
が
受
益
者
の
意
向
を
踏
ま
え

意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち

は
苦
し
み
を
乗
り
越
え
協
力
表
明
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
状

況
変
化
も
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
水
源
地
域
の
事
情
を
十
分
認
識

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
陳
情
す
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
町
と
し
て
全
く
困
惑
し
て
い

ま
す
。
全
力
で
十
一
年
度
予
算
増
額

要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
福
祉

に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
川

上
地
区
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
去

る
一
月
、
土
地

造
成
工
事
を
発

注
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、

新
年
度
予
算
に

設
計
建
築
費
等

の
負
担
金
三
億

一
千
五
百
万
円

を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
建
築

に
取
り
掛
か
る

と
と
も
に
運
営

体
制
づ
く
り
、

そ
の
準
備
に
入

り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま

完成した斎場 「静浄 苑 J 

た、

．介
護
保
険
制
度
導
入
に
伴
う
諸

準
備
な
ど
も
考
慮
し
て
組
織
改
編
を

提
案
し
、
担
当
者
配
置
を
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
福
祉
な
く
し
て

住
民
の
幸
せ
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
根
源
的
な
問
題
は

少
子
化
、
過
疎
化
、
高
齢
化
、
産
業

の
低
迷
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
強

力
な
施
策
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。先
に
林
政
審
議
会
が
最
終
報
告
を

答
申
し
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。
森
林
の
持
つ
公
益
的

機
能
、
森
林
の
循
環
的
利
用
を
重
視
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し
た
方
向
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
森
林
交
付
税
連
盟
を
組
織

し
、
国
へ
要
望
を
続
け
て
お
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
曙
光
を
見
る
思
い

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
山
村
活
性
化
推
進
の
た
め
の
財
政

措
置
も
考
慮
の
方
向
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
社
会
構
造
自
体
に
問
題
が
あ
る

こ
と
は
残
念
で
あ
り
ま
す
。
国
の
政

策
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
大
で
あ
り
ま

す
が
、
わ
が
町
は
我
々
で
自
分
の
家

は
自
分
で
守
る
、
そ
の
気
概
が
自
治

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
ぎ
ま
し
て

従
来
同
様
、
生
産
、
生
活
基
盤
の
整

備
、
教
育
施
設
新
設
を
行
う
こ
と
と

し
、
道
路
改
良
五
億
四
千
万
円
、
中

野
小
プ
ー
ル
一
億
五
千
万
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
歳
入
見
積
り
を
慎

重
に
、
歳
出
抑
制
に
努
め
、
特
別
職

給
与
の
据
置
ぎ
、
交
際
費
減
額
、
旅

費
基
準
引
ぎ
下
げ
、
そ
の
ほ
か
節
減

に
努
め
ま
し
た
。
結
果
、
総
額
三
十

二
億
一
千
万
円
、
対
前
年
度
比
約
一

-
0
パ
ー
セ
ソ

ト
の
積
極
予
算
と
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
簡
易
水
道
事
業

名
荷
谷
簡
水
拡
張
事
業
で
三
億
四
千

八
百
万
円
を
計
画
し
、
水
道
事
業
全

体
で

四
億
一
千
五
百
万
円
と
し
て
お

り
ま
す
。
拡
張
事
業
で
嘉
城
、
中
居

谷
の
一
部
、
汗
生
地
区
の
事
業
を
行

い
ま
す。

以
上
、
所
信
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
ぎ
ま
し
た
が
、

町
政
は
多
岐

多
様
で
あ
り
ま
す
。
要
は
、
各
種
事

業
が
円
滑
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
が

昨
年
の
公
共
事
業
に
よ
り
十
年
度

の
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
費
が
八
億

円
か
ら
六
ニ
・
五
パ

ー
セ
ソ

ト
減
の

三
億
円
に
な
り
、
ダ
ム
受
け
入
れ
を

決
定
し
て
い
る
我
が
肱
川
町
に
と
っ

て
は
ダ
ム
建
設
の
遅
れ
を
見
る
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
一

月
に
行
わ
れ
た
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事

務
所
の
付
替
道
路
の
説
明
会
に
お
い

て
も
、
い
つ
に
な
る
の
か
全
く
不
明

で
あ
り
且
つ
判
断
し
に
く
い
雰
囲
気

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
で
は
い

つ
ダ
ム
建
設
が
順
調
に
進
む
の
か
心

配
で
な
り
ま
せ
ん
。
岩
谷
の
水
没
地

域
や
そ
の
周
辺
の
関
係
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
以
来

十
六
年
間
の
長
き
に
渡
っ
て
生
活
に

不
安
を
抱
か
れ
、
生
活
設
計
が
立
て

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
ダ
ム
建
設
予
算
が
増
額
さ
れ
る

主
要
地
方
道
小
田
河
辺

大
洲
線
の
改
良
工
事
に

つ
い
て

二
宮

秀

一
議
員

肝
要
で
あ
り
ま
す
。
九
年
度
よ
り
主

要
項
目
に
つ
い
て
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
編
成
し
て
当
た
ら
せ
て
お
り
ま

す
。
十
年
度
も
新
た
な
編
成
を
検
討

し
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
御
指
導
い

た
だ
ぎ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
で
、
ま
た
県
や
国
が
対
応
す
る
ま

で
待
ち
続
け
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
原
点
に
返
っ

て
、

町
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
今
後
の

対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
し
、
今
す
ぐ
や
れ

る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
鹿
野
川
大

橋
か
ら
河
辺
橋
ま
で
の
朝
夕
の
車
の

混
雑
、
ま
た
上
鹿
野
川
か
ら
岩
谷
間

は
狭
い
道
路
の
た
め
に
、
車
の
離
合

も
で
き
な
い

こ
と
に
た
び
た
び
直
面

す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
を
一
日
も
早
く
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
主
要
地
方

道
小
田
河
辺
大
洲
線
の
改
良
工
事
を

是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す。
町
長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔町

長
〕
主
要
地
方
道
小
田
河

辺
大
洲
線
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
達
は
合
日
ま
で

ダ
ム
に
よ
る
抜
本
対
策
が
図
ら
れ
る

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様

に
我
慢
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し

た。

そ
の
結
果
、
こ
の
路
線
は
他
の

路
線
と
比
較
し
た
場
合
大
変
遅
れ
て

お
り
ま
す
。

御
意
貝
の
ご
と
く
、
ダ
ム
建
設
の

貝
通
し
が
立
た
な
い
と
す
れ
ば、

こ

の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
待
ち
続
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

県
道
改
良
は
、
地
域
活
性
化
、
不

便
解
消
、
危
険
防
止
の
た
め
緊
急
に

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
路
線
の
改
良

は
一
般
的
道
路
と
は
別
の
視
点
で
考

え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

既
に
付
替
道
路
の
ル
ー
ト
も
決
定

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
原
則

と
し
ま
し
て
決
定
路
線
に
つ
い
て
は

な
る
べ
く
手
を
加
え
な
い
と
い
う
の

が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
岩
谷
地
域
は

付
替
路
線
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
局
部
的
な
離
合
場
所
や
待
避
所

の
設
置
、
落
石
防
止
等
の
安
全
対
策

と
い
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
既
に
、
平
成
十
年
度
事
業

と
し
て
予
定
箇
所
の
測
量
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
問
題
な
の
は
、
鹿
野
川
地
区

で
あ
り
ま
す
。
交
適
渋
滞
や
通
行
の

安
全
、
大
型
車
両
の
離
合
等
に
よ
り

ト
ラ
プ
ル
な
ど
が
日
常
的
問
題
と
し

て
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
街
の
出
入

□な
ど
は
特
に
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
お

り
、
改
良
工
事
は
緊
急
を
要
す
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
早
急
に
関

係
機
関
へ
要
望
し
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

付
替
道
路
は
、
全
て
歩
道
付
き
で

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
鹿
野
川
橋
に

つ
き
ま
し
て
も
歩
道
を
設
け
る
よ
う

な
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
分
令
の
状
況
で
は
、

改
良
工
事
が
い
つ
に
な
る
の
か
予
測

が
で
き
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
要
望
箇
所
の
ネ
ッ
ク
解
消
に
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
六
十
五

齢
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
が
三

0
パ
ー

セ
ソ
ト
を
超
え
、

こ
れ
か
ら
も

一
段

と
高
齢
化

・
過
疎
化
が
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
消
費
税
、
医
療
費
の
値
上

げ
等
に
よ
り
非
常
に
生
活
が
し
に
く

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
の
方
々
が

不
便
を
来
さ
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

肱
流
苑
等
福
祉
施
設
が
充
実
し
て

き
て
い
る
肱
川
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、

未
だ
に
町
営
バ
ス
の
通
っ
て
い
な
い

地
域
の
方
々
は
、
役
場
や
病
院
、
商

店
街
の
あ
る
鹿
野
川

へ
行
く
の
に
不

便
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
地
域

活
性
化
の
た
め
に
も
、
き
め
細
か
い

町
営
バ
ス
の
運
行
を
望
み
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
町
営
バ
ス
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
五
年
か
ら
路
線
バ
ス

の
代
替
事
業
と
し
て
営
業
を
始
め
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
八
年
度
か
ら
は

国
の
補
助
金
も
な
く
な
り
、
現
在
三

百
万
円
程
度
の
赤
字
で
運
行
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
指
摘
の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
多

い
当
町
に
と
り
ま
し
て
、
公
共
交
通

機
関
へ
の
佐
存
度
は
非
常
に
高
い
も

の
が
あ
り
、
現
路
線
の
維
持
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
バ

町
営
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
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道
の
駅
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

山

n

ス
路
線
を
運
行
す
る
と
い
う
こ
と
は

以
前
に
も
お
答
え
を
し
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
過
疎
・
分
散
集
落
・
多
様

化
し
て
い
る
社
会
情
勢
の
中
で
は
需

要
の
バ
ラ
ッ
キ
も
大
き
く
、
利
用
者

の
把
握
や
時
間
の
設
定
等
も
難
し
く

町
全
域
へ
の
バ
ス
の
運
行
は
、
現
在

の
状
況
の
中
で
は
非
常
に
固
難
で
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

吉
浩
議
員

｀

商
工
会
よ
り
要
望
の
あ
り
ま
す

「
道
の
駅
」
の
建
設
は
、
用
地
関
係

者
と
の
話
し
合
い
も
進
み
が
遅
く
、

用
地
・
建
設
の
予
算
な
ど
具
体
的
な

話
し
合
い
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
件
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

「
道
の
駅
」
は
建
設
省
と
の
関
係

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
ダ
ム
建
設
と

同
時
に
進
め
て
い
き
た
い
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
一
向
に
進
ま
ぬ
ダ

ム
建
設
と
の
関
係
で
遅
れ
て
い
ま
す
。

商
工
関
係
者
の
先
行
ぎ
を
案
じ
ま
す

と
き
に
、
速
や
か
に
土
地
の
造
成
を

し
て
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

商
工
関
係
者
に
限
ら
ず
、
先
の
見

え
て
こ
な
い
農
業
従
事
者
も
希
望
の

持
て
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
農
産
物
又
は
農
林

産
物
の
販
売
な
ど
で
農
業
分
野
で
の

収
益
が
期
待
で
ぎ
る
か
ら
で
あ
り
ま

す。
現
実
に
、
日
吉
村
で
は
年
間

一
億

円
も
の
販
売
に
成
功
し
て
い
ま
す
こ

と
も
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

何
事
に
も
話
が
出
始
め
て
か
ら
長

期
化
す
る
行
政
の
進
め
方
に
も
不
満

が
募
っ
て
お
り
ま
す
が
、
「
道
の
駅
」

に
つ
き
ま
し
て
は
迅
速
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
問
題
点

を
解
決
し
て
事
業
推
進
に
全
力
で
取

り
組
む
べ
ぎ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
「
道
の
駅
」
の
構
想
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
四
月
よ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
研
究
を
進
め

る
と
共
に
道
の
駅
検
討
委
員
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
て
、
整
備
予
定
地
の

地
主
の
方
々
へ
、
取
り
組
み
、
状
況

の
説
明
を
実
施
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
間
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め

国
、
県
へ
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

直
接
の
事
業
は
な
い
と
の
返
答
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
他
予
定
地
の
整
備

方
法
、
施
設
規
模
の
研
究
、
後
の
運

営
管
理
方
法
等
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
道
の
駅
の
整
備
は
商
業

の
振
興
並
び
に
農
林
業
の
振
興
に
、

ま
た
町
の
活
性
化
を
進
め
る
上
で
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
課
題
解
決
に
努
め
る
と

共
に
、
今
後
関
係
者
と
の
協
議
を
重

ね
、
協
力
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
具
体

化
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
最
近
道
の
駅
と
い
う
こ
と
が
よ

く
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
特

産
セ
ン
タ
ー
を
道
の
駅
の
よ
う
な
っ

も
り
で
設
置
を
い
た
し
ま
し
た
。
集

落
形
成
、
或
は
国
道
側
に
徐
々
に
商

業
集
積
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
も
、

皆
個
々
の
努
力
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら

れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
ん
な
が
努
力
し
て
町
を
形
成
し

て
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

令
回
の
こ
と
は
言
葉
が
先
行
し
て
行

政
の
対
応
が
遅
い
な
ど
と
、
こ
批
判

を
受
け
る
こ
と
は
心
外
で
あ
り
ま
す
。

特
産
セ
ン
タ
—
も
、
農
林
産
物
の

集
荷
、
販
売
、
生
産
者
利
益
に
つ
な

ぐ
と
い
う
目
的
を
第

一
に
考
え
て
の

施
設
で
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
そ
の

効
果
を
十
分
に
実
ら
す
こ
と
は
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
行
政
、

産
業
団
体
、
生
産
者
、
施
設
の
一
体

化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。

含
、
肱
川
町
と
し
ま
し
て
は
、
非

常
に
よ
い
状
況
の
土
地
、
そ
の
所
有

者
の
方
々
の
気
持
ち
も
ま
と
ま
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
街
形
成
へ

行
政
と
し
て
も
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

土
地
問
題
、
す
な
わ
ち
埋
め
立
て
、

農
地
の
転
用
、
区
割
り
、
借
地
料
な

ど
の
解
決
で
あ
り
ま
す
。
な
お
中
心

施
設
は
行
政
が
先
行
を
し
な
け
れ
ば

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

定
住
促
進
に
つ
い
て

町
内
の
小
学
校
の
通
学
路
の
整
備

が
遅
れ
て
お
り
、
特
に
交
通
量
の
多

い
場
所
に
お
い
て
は
民
家
の
軒
先
又

は
車
道
に
よ
る
通
学
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
大
型
車
等
の
離
合

な
ど
危
険
な
場
所
が
多
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
県
道
の
改
良
も
遅

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
歩
道
整
備

も
当
然
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
児
童
の

安
全
確
保
を
優
先
に
改
良
整
備
を
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見
を
お

伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
国
道
、
県
道
、
町
道

を
通
学
路
と
し
て
い
る
場
合
は
、
道

路
改
良
と
の
一
体
的
取
り
組
み
で
な

け
れ
ば
対
策
は
固
難
で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
実
態
か
ら
見
て
最
も
歩
行
者

安
全
対
策
が
必
要
な
鹿
野
川
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
苦
慮
し
て
お

り
ま
す
。

付
替
道
路
で
す
と
先
程
も
申
し
ま

し
た
よ
う
に
、
全
て
が
解
決
す
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況

に
な
る
の
に
な
か
な
か
時
間
が
か
か

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
区
の
通
学
路
の
生
コ
ン
舗
装

に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
合
後

と
も
そ
の
方
針
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

児
童
通
学
路
確
保

に
つ
い
て

町
長
は
本
年
当
初
の
所
信
表
明
の

中
で
数
多
く
の
話
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
中
で
宅
地
造
成
も
約
束

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
建
設
と
の
問
題
も
あ
り
進
ん

で
お
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
十
年
度
か

ら
町
営
住
宅
も
収
入
に
応
じ
て
家
賃

を
徴
収
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。
高
額
所
得
者
に
な
り
ま
す
と

町
営
住
宅
を
出
て
住
居
を
求
め
ま
す

が
、
特
に
鹿
野
川
周
辺
に
は
宅
地
が

な
く
、

町
外
に
土
地
を
求
め
て
出
て

い
か
れ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り

多
く
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
町
長
は
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。地域
、

学
校
な
ど
何
を
す
る
に
し

て
も
問
題
が
出
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

私
も
こ

の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は

何
度
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、

前
向
き
の
答
弁
は
い
た
だ
け
る
も
の

の
一
向
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
年
度
は
地
域
別
宅
地
の
造
成

計
画
を
立
て
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
明
快
な
ご
答
弁
を
願

い
ま
す
。

〔
町
長
〕
肱
川
町
は
土
地
事
情

が
い
ろ
ん
な
こ
と
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
の
活
性
化
の
根
源

は
、
一
人
一
人
の
や
る
気
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
ご
と
く
必

要
に
応
じ
町
主
導
で
行
う
こ
と
も
必

要
で
す
し
、
行
政
が
個
々
で
対
応
で

き
難
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
お
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り
ま
す
。
定
住
条
件
に
は
、
宅
地
の

み
な
ら
ず
生
活
環
境
、
福
祉
対
策
な

ど
諸
々
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
「
新
し
い
町
創
造
計

画
」
を
基
本
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
水
道
、
道
路
、
教
育
施
設
等
の

整
備
を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
土
地
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
各
地
区
で
十
七
箇
所
を
抽

出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
造

成
に
は
進
入
路
、
電
気
、
水
道
、
居

住
希
望
者
の
有
無
、
立
地
条
件
、
設

計
見
積
り
、
価
格
、
採
算
、
土
地
所

有
者
と
の
合
意
、
資
金
、
農
地
転
用

等
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
は

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
従

い
ま
し
て
、
地
域
別
造
成
計
画
を
立

て
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
非
常
に

平
地
の
少
な
い
地
域
で
す
か
ら
計
画

を
立
て
ま
し
て
も
な
か
な
か
段
取
り

の
よ
う
に
進
む
と
は
思
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ど
こ
の
市
町
村
も
人
口
減
少

に
は
非
常
に
頭
を
痛
め
て
お
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
肱
川
町
に
お
き
ま
し

て
も
二

0
1
0年
に
は
人
口
が
二
、

三
0
0人
に
な
ろ
う
か
と
い
う
推
定

も
出
て
お
り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す

と
、
学
校
に
し
ま
し
て
も
地
域
の
い

ろ
ん
な
行
事
に
し
ま
し
て
も
支
障
が

起
き
て
く
る
わ
け
で
す
。
や
は
り
若

い
人
が
定
住
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

夢
の
あ
る
町
つ
く
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
ち
ま
ち
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
の

で
肱
川
町
に
住
み
た
い
が
土
地
は
な

本
町
の
定
住
人
口
の
確
保
の
た
め

に
は
、
就
業
機
会
を
多
く
し
、
若
者

の
町
外
流
出
を
防
止
し
、
肱
川
町
に

ユ
ー

ゆ
か
り
の
あ
る
人
の

U
タ
ー
ソ
を
促

ァ
イ

し
た
り
ー
タ
ー
ソ
を
進
め
る
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
町
に
お
い
て
は
「
新
し
い

町
創
造
計
画
」
を
策
定
さ
れ
、
順
次

実
現
、
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ

で
す
が
、
正
山
地
区
に
お
い
て
は
瓜

畦
団
地
、
道
野
尾
団
地
、
福
祉
ゾ
ー

ソ
の
建
設
、
町
道
、
県
道
の
改
良
も

進
め
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
の
実
績

を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
績

を
踏
ま
え
て
、
町
内
各
地
区
へ
も
住

宅
団
地
、
企
業
用
団
地
、
公
共
用
地

を
造
る
べ
ぎ
と
考
え
ま
す
。
地
域
住

民
の
盛
り
上
が
り
、
風
お
こ
し
の
気

持
ち
も
大
切
と
思
い
ま
す
が
、
重
要

定
住
促
進
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

山
崎

退
議
員

い
、
住
宅
に
住
み
た
い
が
一
生
懸
命

働
い
て
収
入
が
多
い
と
家
賃
が
高
く

な
り
、
こ
れ
以
上
収
入
の
あ
る
人
は

町
営
住
宅
に
は
住
め
な
い
ん
で
す
よ

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
求
め

ら
れ
る
土
地
が
な
い
、
住
め
る
と
こ

ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
肱
川
町
を
愛
す
る
人
の
気
持

ち
も
汲
み
取
り
行
政
が
答
え
て
い
く

べ
き
で
な
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

施
策
に
つ
い
て
は
全
町
バ
ラ
ソ
ス
の

と
れ
た
施
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
町
理
事
者
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
な

時
期
と
考
え
ま
す
。
町
長
の
御
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
定
住
促
進
と
い
う
こ

と
は
、
建
前
誦
だ
け
で
す
ま
な
い
非

常
に
難
し
い
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

る
わ
け
で
す
。
私
が
思
い
ま
す
こ
と

は
、
公
共
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
直

接
公
共
機
関
が
実
施
し
て
い
く
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
個
々
の
問
題
に

つ
き
ま
し
て
も
支
援
を
し
て
い
く
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
第

二
次
的
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
今

日
の
姿
は
住
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ

の
努
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
造
っ
て

い
た
だ
き
私
は
深
く
敬
意
を
表
し
て

お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

企
業
誘
致
と
か
公
共
用
地
の
問
題

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
誘
致
を
想

定
し
た
先
行
土
地
づ
く
り
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
合
の
時
代
に
土
地

を
確
保
し
た
か
ら
と
い
っ
て
な
か
な

か
企
業
誘
致
が
で
き
る
わ
け
の
も
の

で
も
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
規
模
等

も
わ
が
町
の
状
況
か
ら
見
ま
す
と
、

そ
ん
な
に
特
別
大
き
な
も
の
を
造
り

ま
し
て
も
企
業
の
誘
致
が
で
き
る
と

も
思
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
う
気

運
が
見
ら
れ
ま
す
場
合
に
は
、
対
応

は
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
前
も
っ

て
そ
う
い
う
も
の
を
造
っ
て
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
公
共
用
地
に
つ
き
ま
し
て
も

集
落
再
編
に
つ
い
て

必
要
が
で
き
た
時
に
対
応
し
て
い
く

と
い
う
形
で
な
い
と
公
共
用
地
を
先

に
造
っ
て
お
く
と
い
う
ふ
う
な
考
え

も
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

た
だ
ダ
ム
に
よ
る
土
地
造
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
し
い
町
創
造
計
画

で
も
申
し
述
べ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

こ
れ
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し

ま
し
て
土
地
造
成
に
取
り
組
み
肱
川

の
条
件
づ
く
り
に
プ
ラ
ス
に
さ
し
た

い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

正
山
地
区
は
町
内
で
も
立
地
条
件

が
最
も
よ
く
、
ま
た
風
お
こ
し
運
動

の
熱
意
が
非
常
に
旺
盛
で
あ
り
ま
し

て
そ
れ
が
具
体
的
な
動
き
と
な
り
、

実
績
と
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
や
れ
る
と
こ
ろ
は
や
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
し
、
我
々
は
均
衡
あ
る
町

の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
と
と
も
に

各
地
域
の
風
に
期
待
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
域
で
も
何
等

か
の
動
き
が
出
て
こ
な
い
と
、
先
程

も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
動
き
の
あ
る

と
こ
ろ
、
可
能
性
の
強
い
と
こ
ろ
か

ら
先
に
取
り
組
み
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
こ
と
は
や
止
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風

を
起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

町
門
多
く
の
部
落
に
お
い
て
、

地

区
の
行
事
が
や
り
に
く
く
な
っ
た
り
、

役
員
の
な
り
手
が
な
く
な
る
な
ど
、

過
疎
化
高
齢
化
に
よ
る
共
通
の
切
実

な
問
題
が
出
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
行
政
改
革
大
綱
で
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
集
落
再
編
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、

今
後
、

町
と
し
て
理

想
と
す
る
再
編
案
を
示
し
た
り
、
積

極
的
な
指
導
、
仲
介
を
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
集
落
統
合
に
よ
る
集
会
所

新
築
の
場
合
は
、
全
額
助
成
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
統
合
再
編

に
よ
り
部
落
長
手
当
、
集
会
所
の
維

持
、
新
築
経
費
の
節
減
、
行
政
連
絡

事
務
の
軽
減
等
、
町
行
政
改
革
に
寄

与
す
る
点
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
集
落
再
編
に
つ
い
て

で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
い
う
は

易
く
非
常
に
難
し
い
問
題
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
町
長
に
就
任
を
い
た
す

前
か
ら
町
内
の
あ
る
部
落
が
非
常
に

ヒ
ズ
ミ
の
あ
る
形
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
解
決
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
町
長
に
当
選

し
た
後
、
そ
の
部
落
へ
何
回
も
足
を

運
び
ま
し
て
二
つ
の
部
落
を
一
本
化

に
す
る
た
め
働
き
か
け
を
再
々
お
願

い
し
、
ま
た
地
域
の
議
員
さ
ん
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
行
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
こ
れ
は
上
か
ら
い
ろ
い
ろ

話
し
た
だ
け
で
は
な
か
な
か
出
来
な

い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
主
導

で
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
我
々
が
行
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
申
し
ま
す
よ
り
も
、



~®。母。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂⑮母 (8) 

地
域
内
で
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
こ
で
若
干
の

芽
ば
え
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
町

と
し
て
は
い
つ
で
も
行
っ
て
お
話
も

し
ま
す
し
、
助
成
措
置
に
つ
き
ま
し

て
も
ご
希
望
も
お
伺
い
し
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
も
議
会
に
お
願
い
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

合
は
民
主
主
義
の
時
代
で
あ
り
ま

す
し
、
皆
ん
な
の
考
え
と
い
う
も
の

が
一
番
大
事
で
あ
り
ま
す
。
皆
ん
な

の
考
え
を
動
か
す
の
は
誰
が
動
か
す

の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
つ
も
言
い
ま
す
よ
う
に
自
分
の
心

の
中
に
先
ず
風
を
起
こ
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
そ
れ
を
ま
た
行
政
も
手
を

差
し
延
べ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

地
域
か
ら
造
成
の
問
題
に
し
ま
し

て
も
、
集
落
再
編
に
し
ま
し
て
も
何

等
か
の
動
き
が
出
て
ま
い
り
ま
す
な

ら
ば
、
町
も
ま
た
そ
の
中
に
一
緒
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
や
っ

て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
風
、
皆

さ
ん
の
心
の
風
に
つ
き
ま
し
て
ご
指

導
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
か
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
肱
川
町
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

斎
場
の
完
成
に
伴
い
、
設
置
及
び

◎
肱
川
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

特
別
減
税
関
係
及
び
エ
ソ
ジ
ェ
ル

税
制
関
係
に
つ
い
て
地
方
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
、
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
肱
川
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
。

◎
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
税
法
施
行
令
及
び
地
方
税
法

施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

及
び
省
令
が
平
成
九
年
十
二
月
二
十

五
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
肱

川
町
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改

正
し
た
。

◎
肱
川
町
税
の
徴
収
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
十
年
一
月
三
十
日
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
肱
川
町
税
の
徴

収
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
し
た
。

◎
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
＿
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て名
荷
谷
簡
易
水
道
の
拡
張
に
伴
い

給
水
区
域
を
変
更
し
た
。

管
理
に
関
す
る
条
例
を
新
た
に
定
め

こ。t
 

◎
肱
川
町
道
路
線
の
認
定

町

道

六

路

線

農

道

二

路

線

林

道

一

路

線

◎
肱
川
町
道
路
線
の
廃
止

町

道

五

路

線

農

道

一

路

線

行
政
事
務
の
適
正
化
、
効
率
化
を

図
る
た
め
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
し
た
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正
。

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

近
年
の
経
済
状
況
を
勘
案
し
、
郡

内
町
村
で
検
討
の
結
果
改
正
し
た
。

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

郡
内
町
村
で
検
討
の
結
果
改
正
し

こ
。
t
 

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

六
千
四
百
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

六
千
三
百
七
十
六
万
五
千
円
が

可
決
さ
れ
た
。

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

九
十
九
万
二
千
円
の
減
額
が
可

決
さ
れ
た
。

◎
平
成
十
年
度
肱
川
町
一
般
会
計

予
算
三
十
二
億
一
千
万
円
が
可
決
さ

れ
た
。

◎
平
成
十
年
度
肱
川
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

二
億
五
千

一
百
七
十
万
円
が
可

決
さ
れ
た
。

◎
平
成
十
年
度
肱
川
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算

四
億
四
千
五
百
四
十
万
円
が
可

決
さ
れ
た
。

◎
平
成
十
年
度
肱
川
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
特
別
会
計
予
算

三
百
四
十
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
平
成
十
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

四
億

一
千
五
百
万
円
が
可
決
さ

れ
た
。 一

千
ー
百
二
十
万
円
の
減
額
が

可
決
さ
れ
た
。

―No.~辺知四◎一
丸 るえぽ越
平川 とんわ つ し初
2成由ゅ い坊くぽてめ
歳 8莉り い°ぱ園きま
2年ち な友くにま し
カ 2 ゃ °達° 通して

月打皇 t：旦〗、 t; 嬰
見笠 ： 9す。胃鸞

で° か引
き甘 らっ

は
じ
め
ま
し
て
、
ゆ
り
で
す
。

あ
る
時
は
「
ユ
リ
ゴ
ジ
ラ
ソ
一

そ
し
て
あ
る
時
は
・
「
ユ
リ
姫
」

・・
・・・

た
ま
に
、
「
ユ
リ
太
郎
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。
お
と
ぎ

話
の
主
人
公
の
よ
う
な
娘
で
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

お父さん
浩一さん

お母さん
佐和子さん

お父さん
義徳さん

お母さん
友美さん

り

せ

尚
井
莉
世
さ
ん
（
下
嵯
峨
谷
）

平
成

8
年
1
月
31
日

2
歳
3
カ
月



(9) ~®。 4 。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります

鹿野川湖に新遊覧船就航

（町民憲章） 暉麟

お
し
ど
り
の
名
所
で
あ
る
鹿
野
川

湖
に
こ
の
ほ
ど
遊
覧
船
「
お
し
ど
り

号
」
が
三
月
二
十
九
日
か
ら
航
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
「
お
し
ど
り
号
」
は
、
乗
客

数
十
八
人
、
操
縦
士

一
人
、
計
十
九

人
乗
り
の
、
外
見
は
ま
る
で
「
や
か

た
船
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
情
緒

あ
ふ
れ
る
遊
覧
船
で
、
春
は
桜
、
夏

は
ボ
ー
ト
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
に
は

お
し
ど
り
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
四

季
折
々
に
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
、
活

躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

尚
、
運
行
は
ひ
じ
か
わ
開
発
（
株
）

で
行
い
ま
す
。

三
月
最
終
日
曜
日

t

十
一
月
第
三
日
曜
日
ま

で

0

料

金

五

千

円

（

一
航
路
）

0

問
い
合
わ
せ
鹿
野
川
荘

6

三
四
ー

ニ
0
0
0

0

期

間

鹿
野
川
大
橋
の
た
も
と
に
、
春
の

花
が

一
杯
咲
き
み
だ
れ
て
、
み
ち
行

く
人
達
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
花
を
育
て
て
い
る
の
は
、
肱

川
町
女
性
塾
（
会
長
沖
永
豊
美
さ
ん
）

十
二
人
の
人
達
で
、
子
育
て
等
で
大

変
い
そ
が
し
い
か
た
わ
ら
、
土
作
り
、

植
樹
、
水
や
り
や
、
花
が
ら
摘
み
、

草
引
き
等

一
生
け
ん
命
世
話
を
し
て
、

こ
の
よ
う
に
立
派
な
花
を
咲
か
せ
ま

春 をぁり が と {ノ

-- ~ 9 9 9 9 9 -．、
-7 -~-- ---.. 

し
た
。
肱
川
の
玄
関
口
と
あ
っ
て
、

花
の
色
、
背
丈
、
花
の
持
ち
具
合
な

ど
、
花
選
び
に
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
途
中
で
モ
グ
ラ
が
現
れ
る
な
ど

ハ
プ
ニ
ソ
グ
も
あ
り
、
モ
グ
ラ
よ
け

も
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
季
節
ご
と
の
花
を

咲
か
せ
て
、
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
い
そ
う
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
豊
か
な
教
養
と
創
造
力
を
培
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
放
送
県
民
大
学
」

を
開
設
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
開
催
期
間
〕

五
月
か
ら
九
月
ま

で
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

〔
開
催
会
場
〕

八
幡
浜
地
方
局
会
議
室

〔
受
講
料
〕

無

料

〔
受
講
申
し
込
み
〕

往
復
は
が
ぎ
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
八
幡
浜
地
方
局
、
県
民
生
活

課
、
生
活
文
化
係
ま
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

<eo八
九
四
ー

ニ
ニ

ー
四

―
―
―

内
線

ニ
ニ

ニ

放
送
県
民
大
学

（
前
期
講
座
）

受
講
生
を
募
集
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肱川町行政機構図
町長

大野 和

助役

森 繁

産

課

長

課

長

補

佐

業
課
丁
—
※
植
木
光
雄

ー
—

※
森
吉
満

福

祉

課

長

課

長

補

佐

課

丁

ー

松

尾

国

和

ー

※

源

田

政

幸

町 風

お

肱川町議会

議長下石 勲

所
長飛

野

弘

幸

議

会

事

務

局

行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
四
月
一
日
付
で
、
課
の
編
成
替
え
を

行
い
、
風
お
こ
し
産
業
課
を
、
風
お
こ
し
課
と
産
業
課
に
分
け
、
町
民
福

祉
課
を
町
民
課
と
福
祉
課
に
分
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

新
し
い
機
構
図
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

課
長
補
佐

章

※

岡

村

清

利

総

務

企

画

係

⑯

岡

村

上

財

政

係

丁

※

藤

原

こ

い

諷

佐

和

明

:

地

[

産

[

[

[

：

富

士

雄

運

動

担

当

係

特
命
事
業
担
当
係

情

報

担

当

係

博
物
館
担
当
係

戸

籍

住

民

係

国

保

年

金

係

環

境

衛

生

係

農

林

振

興

係

商

工

観

光

係

課

長

課

長

補

佐

民
課
一

~

※
都
谷
征

也
|
ー
徳

本
英
信

こ

課

長

課

長

補

佐

し

課

丁

ー

片

山

政

治

ー

※

畦

崎

和

男

総

務

課
長

課

丁

ー

宮

田

局
長和
気

武

士

機
構
改
革
に
伴
う
人
事
異
動
発
令

和

気

栄

⑯
森

吉
満

亀

田

隆

代

上

岡

時

子

松

田

龍

明

※

出

水

文

子

東

員

理

松

本

隆

寿

金
野
た
み
子

⑯

畦

崎

和

男

※

石

家

清 廣
次 貴

清
利

兵

頭

学

宮
尾
充
志
・
堀
奈
津
江

沖
田
修
ニ
・
兵
頭
浩
次

橋
本
孝
博
・
岩
仲
美
佳

河
内
由
美
子

城
戸
み
ち
子
〔
上
川
定
子
・
清
水
カ
ッ
コ
〕

〔
石
河
敬
子
〕

和
気
豊
子
・
上
田
初
美
・
徳
本
幹
寿
・
冨
永
美
登
里

土
井
健
司
•
徳
本
民
子
・
中
野
安
孝〔中
野
三
津
穂
・

山
内
雅
子
・
兵
頭
重
美
・
谷
田
和
恵
・
竹
内
弘
・

員
戸
〕
•
谷
岡
笑
子
〔
浅
井
置
由
美
〕

新

実

雄

〔安
川
美
紀
〕

中
岡
稲
生
・
沖
田
敏
広

松
本
芳
典
・
西
田
幸
夫
〔
椿
本
和
子
・
高
野
頼
信
〕

一
飛
野
澄
子

（
平
成
10
年

4
月
1
日
現
在
）

退
職
（

三
月
三
十

一
日
付
）

建

設

水

道

課

長

万

願

寺

亀

次

社

会

教

育

課

長

冨

永

勲

町

民

福

祉

課

主

事

冨

永

綾



(11) 〗®。 4。⑱ i I教養を高め 文化のかおるまちをつくります

教育委員会

委員長池田義喜

教育長

佐久保恵一

館
長池
田

⑯
館
長
池
田

重
雄
重
雄

社
会
福
祉
協
議
会

[

会

長

福

田

保

農
業
委
員
会

[
会
長
冨
永

利
彦

※
は
昇
任
⑯
は
兼
任

社

会

教

育

課

課
長
※

二

葉

廣

和

所
長
※

北

川

敬

恒

一
社
会
教
育
係
丁
|
※
和
気

学

校

給

食

セ

ソ

タ

ー

課
長
⑯
佐
久
保
恵

一
総
務
学
校
教
育
係
丁
ー

「

〔
亀
岡
幸
子
〕

〕
は
嘱
託

（
中
野
）
桑
原
昌
子
〔
松
岡
佳
代
〕

（
岩
谷
）
上
野
順
子
〔
森
鈴
子
〕

（
正
山
）
堀
川
千
賀
子
・
三
好
幸
恵

（
予
子
林
）
冨
永
チ
ヅ
子

（
大
谷
）
重
岡
美
須
寿

-
〔
冨
永
清
輝
・
亀
井
和
夫
・
坪
井
友
江
•
宮
田
鈴
子
〕
一

〔
緒
方
保
代
・
和
気
睦
子
〕

哲弘ロロ
□汀
巧
八
｀
頂
ク
違
門
｀
）
ノ
ク
・
冨
永
血
‘
〕
一

`
•
上
田
智
子
〔
松
本
順
子
〕
一

：
~
一

二
瀕
健
一
ー
宮
田
千
代
子

局
長

丁
—
~
事
務
局
一
~
⑯
松
尾
国
和

一
藤
原
優
勝

局
長

丁
|
1
事

務

局

T
⑯

植

木

光

雄

一

農

地

主

事

T
宮

本

正

(IBJ民憲章）

収入役

中野博司

室
長
⑯

中

野

博

司

一
出
納
係
一
~
※
池
田
悦
子
—
上
冨
永
幸
広

生

活

再

建

相

談

所

鯛⑮毎

〔
二
宮
賢

一
郎〕

（参事）

ダ

ム

対

策

課

課
長兵
頭

茂

一
〔
北
本
佳
恵
〕

水

道

係

建

設

係

建

課

長

課

長

補

佐

設
課

T

※
今
宮
雅
司
ー
~
松
本
菩

監

理

係

高

田

栄

治

山
本
裕
之
〔
西
本
い
つ
子
〕

藤

高

茂

治

大
井
章
裕
・
金
田
大
輔
・
山
本

晃

⑯
松
本

善

清
水
早
苗
〔
西
浦
利
明
・
城
戸
武
揚
•
新
山
進
〕



枢）。4。絢 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂⑮母 (12)

第14回 風の映画祭のご案内

冒
摩
葺
日
4
，
杞
虞

)
(
t
 

ー
¥
i
(
rし、

ー

風

博

通

信

大統領専用機（エアフォース・ワン）が

ハイジャックされた。

この危機を救うことができるのは、

ただ一人の男。

それは一ー一

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
最
高
の

権
力
の
象
徴
品
工
飛
ぶ
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
“
の
異
名
を
持
つ
大
統
領
専
用

機
（
エ
ア
フ
ォ
ー
ス
ワ
ソ
）
が
、
ロ
シ

ア
人
テ

ロ
リ
ス
ト
に
占
領
さ
れ
た
。

人
質
と
な
っ
た
政
界
人
、
大
統
領
側

近
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
、
そ
し

て
大
統
領
最
愛
の
家
族
を
救
う
こ
と

が
で
ぎ
る
た
だ
一
人
の
男
：

·
：
·
:
•
そ

れ
は
、
合
衆
国
大
統
領
自
身
だ
っ
た
。

事
態
打
開
の
チ
ャ
ソ
ス
を
狙
い
機
内

に
潜
む
彼
は
、
冷
酷
な
テ
ロ
リ
ス
ト

に
対
し
て
反
撃
を
開
始
す
る
が
、
合

衆
国
政
府
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
屈
し
な

い
と
い
う
国
家
の
原
則
と
、
家
族
の

愛
。
そ
の
究
極
の
ジ
レ
ソ
マ
を
抱
え

な
が
ら
テ
ロ

リ
ス
ト
に
立
ち
向
か
う

大
統
領
。
こ
の
超
一
級
サ
ス
ペ
ソ
ス

巨
篇
に
あ
な
た
も
魅
せ
ら
れ
る
。

上
映
作
品
の
紹
介

「風の映画会」
会員募集のお知らせ

風の博物館では、町民の方々をはじめ映

画を愛する方を対象に、心に感動を与える

映画を鑑賞していただこうと会員を募り

「風の映画会」を結成し、上映の企画 ・運

営を幅広く会員の皆さんと実施していこう

と活動しています。

そこで、今回更新時期を迎えられた会員

を含め映画大ファソの皆さん「風の映画会」

に今すぐご入会ください。

＊入会金（年会費）

「

一

般

小中高生・シニ三

＊年6回無料で鑑賞できます。申込みは

風の博物館まで（834-2181)

2,000円

1,000円

＊上映プログラム（上映時間）

第 1 上映会

第 2 上映会

第 3 上映会

1 0時

1 4時

1 9時

ょ り

ょ り

ょ り

＊入場料金

区 分 "＂J 酎 売 券 当 日 券

般 1. 0 00円 1. 500円

小中学生・シニア 500円 800円

-

＿
 

◆「風の映画会員」は無料（会員証を持参してください）

◆幼稚園児は無料（保護者同伴に限る）

◆シニアとは65歳以上の方

＊入場券（整理券）の取扱所

バラエティーショップ岩田，役場風の博物館

ひじかわ特産開発センター

＊問い合わせ先

風の映画会実行委員会事務局

風の博物館（834-2181)



(13)詢。4。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛⑱⑮

なひさ吸
くといい必
なつ°がず
るで愛ら灰
は‘煙は 皿
ず tた家確の

灰皿の前が指定席でgの実あ
す-みにる
°にな始場
よさ末所
るん し で
火のて喫
災意く煙
は識だ し

喫
煙
は
必
ず
灰
皿

の
あ
る
場
所
で

今
回
か
ら
、
新
、
ソ
リ
ー
ズ
と
し
て

「
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
と

し
て
こ
れ
か
ら
一
年

問
い
ろ
い
ろ
な
災
害
に
つ
い
て
連
載

し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
人
災
で
あ
る
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

の
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
っ
ち
で
プ
カ
リ
、

こ
っ
ち
で
プ

カ
リ
。
た
ば
こ
が
高
熱
（
約
七
百
度
）

の
火
種
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

く
わ
え
た
ば
こ
は
、
と
て
も
危
険
な

の
が
良
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ぉ 錦lヽら せ 農作業賃金決まる
エンジョイ・カヌーイング
～ 風のように流のように IN清流肱川 ～

今

□ 5/23（土）
6 /13（土），

閲罷隈9用這9邪q

o:]亙）各50人
⑰[］亘）保険料のみ

今

6/27（土）

＇用這塁塁聾凡召 l潤m
-10kmコース一新緑編

⑬ 5/9（土）～10日（日） 1泊2巳

Oこ]D30人

こ 2,000円程度
食費シーツ洗濯代，保険料など

※小学3年生以下は保護者同伴とします。
締切）は各事業開始日の1週間前です。 j 

農業委員会 3月定例会で、平成10年度の農作業賃金の

目安を次のとおり決定しま した。

なお、この賃金はあくまでも目安ですので、 地区の慣

習や本人の能力により合わない場合はお互いの話し合い

で賃金を決めてください。

農作業賃金目安表

（お問い合わせ）

おおずふれあいの森

亙国立大洲青年の家 TEL0893(24)5175 

おおずふれあいスクールは、

常設的に開校しています TEL 0893(24) 1414 

項 目 賃 金

春田おこし(10a当り）

トラクター 9,000円

しろかき （ ” ） 10,000円

すきかき （ ” ） 12,000円

稲作
田植機 （ ” ） 沖田 7,000円

山田 9,000円

稲刈 りパイソダー(//) 9,000円

コソバイソ(//) 16,000円

脱 穀（もみ 1俵当り） 580円

もみすり（米 1俵当り） 850円

一般農作業(1日当り）
男 7,000円

女 5,000円



箇）。伶。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂臨尋 (14)

こんなときは こんな届け出を 届け出に必要なもの一20歳になったとき

ヽ
r/

会社などに就職

（職場の年金に加

入）したとき

自営業や学生の方などは、必ず

加入の届け出を（厚生年金保険 ・

共済組合の加入者を除く）

20歳以上60歳未満の人、学生だっ
た人が就職したときは第2号被保
険者の届け出をしてください（扶

養している配偶者がいる人は第3
号被保険者の届け出を）。

学生証

印かん

｀ 印かん
本人 ・配偶者
の年金手帳
健康保険証

⑰ 
会社などを退職し

たとき

住所・氏名が変わっ

たとき

立叶-

60歳になる前に退職したときは
第 1号被保険者の届け出をしてく

ださい（扶養している人がいる人

はあわせて届け出を）。

住所や氏名を変更する届け出を

してください。

印かん

年金手帳

退職証明書

印かん

年金手帳

裕:

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

窓
口
に
こ
ん
な
届
け
出
を

保険料の納付が困

難なとき

保険料免除申請の届け出をして

ください。

//--
／ う～ヽヽ’ 

印かん

年金手帳

※学生の場合

学生証など

60歳から65歳まで

の間に任意加入し

たいとき

高齢任意加入の届け出をしてく

ださい。

闘／-;_;;・・-----..-.,_

印

年

か
金手

パ

ん

帳

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

十
四
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

年金手帳をなくし

たとき

年金手帳を再交付する届け出を

してください。

／ーゲ｀＼虞

印かん

納付書など

※
印
か
ん
や
年
金
手
帳
の
ほ
か
に
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
届
け
出
を
す
る
前
に
窓

口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

II I I I I I II 1, l| | 11 | | | | II I I I I I | |, I I II’I I I'| | | | l l I I II I I | | | 1 11 | |’11 | | | | | 

111||ll|1|l||ll||l|h|||1111||||||l||,||l|||||||||’II|l||l|IIlIl 

Il|| |l'1111|l||| ||l ||l ||| | |h ||l || l|l,||1 || ||IIII IIII|| 11, ||| |||l, ||~ 

II | | 1 | |, 1’1 | | |l | | | | | | | | I I I I'| |’| | | | l l | | l | l | | | | | I I I | | 1 | | l | | 1 | | | | l | | 

11, | | l | | | | | | l | | | | | l | | | I I II I I I I I IIIl I II I II II I Il | | |, 1 | | | | | | l | | I II I | 

平成10年4月から

失業給付受給中は年金の支給が停止されます。
サラリーマンが60歳で退職すると、現在は特別支給の老齢厚生年金と同時に雇
用保険の失業給付（基本手当）も受けられますが、平成IO年4月からは、 65歳未満

の老齢厚生年金の受給権者が失業給付（基本手当）を受給している間は、老齢厚生

年金の支給が停止されます。

この併給調整の対象になるのは、平成IO年4月1日以後に老齢厚生年金の受給

権を得た人ですから、同日までに受給権が発生する人については平成10年4月1

日以後の退職でも現行通り併給されます。



(15) ~⑲。伶。領） 槌＠ 闊⑮吾

事
業
計
画
及
び
予
算

三
月
二
十
日
、
理
事
会
と
評
議
員
会

を
開
催
し
平
成
十
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

我
が
国
は
本
格
的
な
少
子
、
高
齢

化
社
会
を
迎
え
つ
つ
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
経
済
的

に
繁
栄
し
て
豊
か
に
な
る
一
方
、
何

か
心
の
拠
り
所
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
ぎ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
。
フ
な
ど
と

協
力
し
あ
っ
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

独
居
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
宅
の
訪

問
な
ど
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
創
る
仕

事
を
推
進
す
る
こ
と
と
家
族
家
庭
の

重
要
性
を
強
調
し
た
福
祉
環
境
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と
密
接
な
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
、

在
宅
保
健
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

独
居
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
等
を
中

心
と
す
る
高
齢
者
問
題
、
母
子
父
子

家
庭
及
び
障
害
を
持
つ
方
々
の
抱
え

て
い
る
問
題
、
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

社゚
協
だ
よ
り

を
図
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
福
祉
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

一
、
地
域
福
祉
、
在
宅
保
健
福
祉
の

充
実
・
強
化

0

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

0

ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
、
車

イ
ス
、
つ
え
等
の
貸
出

0

民
生
委
員
と
の
共
同
活
動
推
進

0

独
居
・
ね
た
き
り
老
人
の
援
助

0

老
人
の
社
会
参
加
の
推
進

0

身
障
者
更
生
会
の
育
成
と
援
助

二
、
専
門
部
会
活
動
の
推
進

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
部
会
活
動
推
進

0

高
齢
者
福
祉
部
会
活
動
の
推
進

0

青
少
年
児
童
部
会
活
動
の
推
進

三
、
低
所
得
世
帯
の
自
立
更
生
の
援

助
〇
援
護
資
金
の
貸
付
と
更
生
指
導

0

生
活
福
祉
資
金

0

小
口
貸
付
資
金

0

借
入
金
の
償
還
指
導

四
、
青
少
年
児
童
福
祉
活
動
の
強
化

0

青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
推
進

0

子
供
の
事
故
・
非
行
防
止
活
動

一
般
会
計
九
、
四
二
六
、

0
0
0
円

特
別
会
計
一
、
六
ハ
九
、

0
0
0
円 膨II町社会福祉協議会

B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柳

兵

頭

冨

美

子

様

共

栄

富

永

加

朗

様

上

鹿

野

川

大

越

龍

雄

様

柳

宮

田

義

盛

様

0

子
供
の
社
会
参
加
の
促
進

0

児
童
図
書
の
援
助

0

少
年
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
援
助

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

0

環
境
美
化
運
動
推
進
の
た
め
の

奉
仕
活
動
援
助

0

在
宅
者
の
友
愛
訪
問

0

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
研
修
会
参
加

0

住
民
参
加
の
促
進
と
啓
発
活
動

の
推
進

六
、
心
配
ご
と
相
談
事
業
推
進

〇
心
配
ご
と
相
談
所
の
充
実

0

相
談
員
の
研
修

0

自
宅
・
電
話
相
談
の
推
進

七
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
運
動
へ
の
協
力
強
化

0

共
同
募
金
運
動
の
推
進

0

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
推
進

八
、
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

0

福
祉
関
係
団
体
と
の
連
帯
を
密

に
し
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

社
会
福
祉
協
暑
喜
~
ヽ

a

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
自
分
達
の

住
む
と
こ
ろ
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
問
題
を
解
決
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

民
間
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。
そ
の

主
体
は
地
域
の
住
民
の
方
々
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
と
福
祉
や
保
健
な

ど
の
生
活
改
善
向
上
に
関
係
の
あ
る

人
達
の
協
力
を
得
て
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
通
は
「
社
協
」
と
い
う

よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

九
、
広
報
活
動

0

社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
普
及

の
た
め
広
報
活
動
を
行
う
。

0

住
民
に
対
す
る
社
協
活
動
内
容

の
P
R
と
福
祉
情
報
の
提
供

「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
っ
て
何
？

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
と
い
う
会
計
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
（
社
協
会
費
と
は
別
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
ぎ
る
事
業
と
し

て
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
、
紙
お
む

つ
支
給
、
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
エ
ア

マ
ッ
ト
の
貸
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
購
入
資
金
と
し
て
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た
め

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽

場

所

▽

日

時

五
月
七
日

午
前
九
時

肱
川
町
公
民
館

財
源
は
、
地
域
の
方
々
の
会
費
や

共
同
募
金
、
福
祉
基
金
の
利
子
、
寄

付
金
等
の
他
、
国
・
県
・
町
な
ど
か

ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

肱
川
町
社
協
で
は
、
す
べ
て
の
方
々

に
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
代

表
者
を
中
心
に
計
画
を
た
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
・
県
・
国
と
系

統
的
に
組
織
さ
れ
、
又
民
生
委
員
さ

ん
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
月
五
日
と

二
十
日
、
公
民
館
に
て
午
後
一
時
よ

り
開
所
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
さ

ん
が
担
当
し
て
お
ら
れ
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
弁
護
士
さ
ん
と
直
接
相
談

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
す
か
ら
困
っ
て
い
る
事
が
あ
れ

ば
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
五
日
は
行
政
相
談
も
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
五
日
、
二
十
日
が
休
日
の
場
合

は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

心

配

こ

と

相

談
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全国の状況

屈 Od) 饂頗忌 (16)

（平成10年3月1日現在）

県 名

北海道

青

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

群

埼

千

東

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

京

川

梨

野

洞

山

川

奈神
山

長

新

富

石

福

岐

静

愛

三

滋

京

井

阜

岡

知

重

賀

都

阪

庫

良

山

取

根

山

歌

大

兵

奈

和

鳥

島

岡

広

山

徳

香

愛

高

福

佐

長

熊

島

ロ

島

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

崎

島児

大

宮

鹿

沖 縄

現在構想

J凸数
216 I 37 

70 

38 

54 

71 

26 

33 

47 

28 

41 

51 

53 

30 

26 

40 

38 

78 

37 

33 

24 

30 

21 

55 

20 

23 

17 

48 

46 

45 

39 

4 

15 

75 

39 

21 

44 

46 

34 

45 

33 

32 

35 

29 

34 

14 

31 

28 

19 

12 

11 

11 

7 

16 

18 

10 

16 

10 

11 

14 

7

8

6

4

9

0

8

9

7

5

4

7

5

1

0

1

8

3

9

8

8

1

1

1

0

8

3

 

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

2

 

7

1

2

1

2

8

 

1

1

1

1

 

大 会 決議盛 り 込 み事 項

JA合併の早期実現に JAグループあげて取り組む（平成12年度ま
で）

平成12年度末までの「青森県JA合併構想」の確実な実現を図る

乎成12年度までに、「県下12JA体制」の早期実現につとめる

広域合併JAll構想の平成12年度までの完遂をめざす

広域JA合併11構想の完遂に取り組む

平成11年 4月に 7広域JA合併構想を達成し、 12年度末までに完遂
する

未参加・不参加 JAを含めて16J A合併の完遂をはかる

現行の広域18構想を基本に、未合併 JAの解消をはかるとともに
（平成12年度まで）、「新たな JA像」を基本に「新合併構想」を策定す
る

平成11年 3月までには広域JA合併構想(lOJA構想）を実現する

JA合併構想の早期実現に取り組み、平成12年度末までの完遂をめ
ざす。

広域合併構想の早期実現（目標年次は1998年）をめざす

12年度末までの広域経済圏大型合併構想を基本とした合併JAの実
現をめざす

平成10年度末には14JA構想に添った骨格を作り上げ、将来的には
さらに一歩進んだ合併JAを構築するため、新合併構想について研
究する

平成12年 3月をめざし「農協合併基本構想」の推進に強力に取り組む

8 J A構想の実現は平成12年度末までに完遂をめざす
広域合併未完成JAの合併促進

平成12年度末までに、 14J A構想の完遂をめざす

平成12年度末までに県下 9J A合併構想の完遂をめざす
乎成13年 3月を目標期限として、広域合併目標のlOJAの完遂をめ
ざす

「8J A構想」を基本とし、早期に合併予定日を設定し、構想の早期
実現をめざす

平成12年度の県下 9J A構想の完遂に向け連帯して取り組む

平成11年度末までに15JA合併を実現する

新たな合併構想の研究に取り組む

「滋賀県 JA広域合併構想」の早期完遂をはかる

5地区の広域JA合併を早期に完遂する。なお、府単一JAは将来
に向けた課題とする

広域合併の早期実現につとめる

平成12年度末を目標に「広域JA合併構想」の早期実現に取り組む

乎成11年 4月 1日を目途に、奈良県単一JA構想の実現をめざす

平成12年度末までに県内 8J A合併構想を完遂する

平成12年度末までに 9J A構想を完全に実現する
8圏域合併構想の早期実現に取り組み、乎成12年度末までの完遂を
めざす

JA広域合併へ向けて平成 9年度中に組織合意を得て目標を定める
こととする

「山口県広域農協合併基本構想(11J A構想）」の平成11年度中の完遂
をめざす

llJ A合併構想の早期実現について、平成11年度末までの完遂をめ
ざす

西暦2000年までに実現（前回大会）

lOJ A構想を推進する（前回大会）

合併構想の早期実現に向け、組合員・ JA・連合会一体となって取
り組む

平成12年度までで23広域合併構想を完了し、その後は新広域JA体
制（平成10年度までに策定）に移行する

県内単一JA構想は、将来目標としてかかげながら、現実の組織整
備のあり方について、全JAで改めて検討する (9/10/ 6 :組織
整備に関する緊急組合長会議）

合併構想数を 7J Aとし、平成12年度末をもって完遂する。ただし、
段階的合併については平成10年度末までに完了

県内11J A構想の平成12年度末までの完遂をめざして取り組みをす
すめる

県内12J A構想を12年度末までに実現する

「12JA構想」の平成12年度末までの完遂に向けた取り組みを強化す
る

具体的な合併推進方策を早急に策定し、実践に取り組む

注

ヽ
ー
、
ー
ノ

1

2

 

2) 

ヽ
j

‘

ーノ

2

1

 

ーヽノ、
ーノ

4

3

 

3) 

1) 

合 計 1,937 534 

1)大会決議に合併推進に関する記載のない県（静岡、鳥取、宮崎）
2)構想数（斜体）の変更があった県（愛知、京都、奈良）
3)本年度中に県大会が開催されない県（愛媛、佐賀）〔＊佐賀の現時点での構想数は未定〕
4)今後本年度中に県大会が開催される県（香川）〔＊現時点での議案は未定〕

大
洲
・
喜
多
地
区
の
農
協
合
併
に
つ
い
て

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年

か
ら
研
究
会
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
十
年
三
月
十
一
日
大
洲
喜

多
地
区
農
協
合
併
促
進
協
議
会
を
発

足
致
し
ま
し
た
。
こ
の
促
進
協
議
会

に
は
各
市
町
村
長
の
方
々
に
顧
問
と

し
て
ご
就
任
を
い
た
だ
い
て
ご
指
導

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
状
況
、
愛
媛
県
下
の
状
況

等
も
お
つ
な
ぎ
致
し
ま
す
。

大
洲
・
喜
多
地
区
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た

事
項
を
ご
報
告
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
連
合
会
で
は
、
平
成
十
年
四

月

一
日
付
で
愛
媛
経
済
連
と
、
県
青

果
連
が
合
併
し
、
新
し
く
県
農
え
ひ

め
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。



(17)箇）。/4},6函） 匝 OJ) 饂卵尋

愛媛県内の JA合併推進状況
平成10年3月1日現在

地区名 総合 J A 名 状 況

宇 摩 l川之江市、うま (2) 平成8年 4月1日、 JAうま発足(8J A参画）

平成9年11月21日、うま・川之江市JA合併協議会発足

（合併目標期日：平成11年4月1日）

新 居 I新居浜市、西条市、西条大町(3) 平成 5年 4月20日、合併促進協議会発足

周 桑 I周桑、東予市多賀(2) 平成6年 4月15日、合併研究会発足

越智 ・今治 I越智今治、今治立花(2) 平成9年4月1日、 JAおちいまばり発足(14J A参画）

平成 9年10月1日、 JA越智園芸連包括承継

中 予 1 松山市、松山市垣生、松山市堀江、 平成 9年 6月3日、愛媛中央地区促進協議会発足（合併目標

温泉青果、北条市、中島青果、重信 期日：平成11年4月1日）

町、川内町川上、川内町三内、城南、 〔参加12JA 〔松山市垣生、温泉青果、北条市、中島青果、

伊予中山、伊予、南伊予、松前町、 重信町、川内町三内、城南、伊予中山、伊予、南伊予、小田

久万、小田町(16) 町、伊予園芸〕

平成 9年10月16日、松山市・松前町合併協議会発足

（合併目標期日：平成10年4月1日）

大洲・喜多 1 長浜青果・大洲、内子町、五十崎町、 平成5年7月2日、合併研究会発足

肱川（5) 平成10年3月11日、大洲喜多地区JA合併促進協議会発足

（合併目標期日：平成11年4月1日）

ノ＼ 西 I 西宇和(1) 平成5年10月1日、 JAにしうわ発足(15J A参画）

東 宇 和 I東宇和、明浜町(2) 平成9年4月1日、 JAひがしうわ発足(3J A参画）

平成9年 7月5日、東宇和・明浜町合併促進協議会発足

（合併目標期日：平成10年4月1日）

宇和島広域 Iえひめ南(1) 平成9年4月1日、 JAえひめ南発足(7J A参画）

合 計 I34J A 

注 1. は、専門]Aである。



徳）。4。領） 匠＠ 闊師倦 (18)

愛媛県総合農協図
平成10年 3月1日現在

地 区
仁巨 内 J A 名 備 考

地区名 J A 数

．子．． 
摩 総合 2 川之江市、区王］

新 居 総合 3 新居浜市、西条市、西条大町

周 桑 総合 2 周桑、東予市多賀

越智・今治 総合 2 越智今治卜今治立花

総合 11 
松山市垣生、温泉青果、北条市、中島青果、

愛媛中央
専門 1 

重信町、川内町三内、城南、伊予中山、

伊予、南伊予、小田町、（伊予園芸）

総合 5 松山市、松山市堀江、川内町川上、松前町、
10年4月 1日

温松・伊上
専門 2 久万、（愛媛中央花き）、（愛媛中央養鶏）

松山市と松前町合併予定

（吸収）

大洲・ 喜多 総合 5 長浜青果、大洲、内子町、五十崎町、肱川

西 宇 和 総合 1 匝
10年4月 1日

東 .子．． 和 総合 2 匝予凰明浜町 東宇和と明浜町合併予定

（吸収）

総合 1 
宇 和 島

専門 1 
1えひめ南1、（宇和青果）

合 計
総合 34 

専門 4 

（注） 1.にコは、合併構想実現JA。
2. ( ）は、専門JA

（ヘ•こ·‘
ノど）中品青果 ‘ 

‘ ご0松山市：江＼
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A 肱 } | | 機 構 図 H 10. 4. 

係 藤見典道（経理・電算）

(4名）

(14名）鉾

岩

勉 男

理 ・広報）

｛係 岡本多津子（貯金・公金）、係

係 山内由貴（貯金・電算）

兼（農業者年金・観光係）

課長補佐 竹本一男（保全・電算）、係谷本淳子｛
電算・自動車・自賠責

家の光・新聞

広域JA合併事務局出向

［係前田末美（電算）、係上田千代子（店舗）、臨大野江利子（店舗）

セ‘ノター長石河健次(Lpガス）、係 大塚正樹（農機）

係 高田英夫（燃料•その他）、 臨 二宮操子（セソター事務）

嘱宇都宮寿男(Lpガス）

｛係

営農指溝員

課長
西永善矩（全般）
畜産

精汁

嘱
清水良治

久保寿男（野菜 ・果樹）

山本直人（果樹•水稲）、係

清水美貴（貯金・電算）

藤原孝行

（
任
期
ま
で
）

専門委員会

係

般）

係

所長
橋本英機（全般）

係

所長
山下新一（全般）

久保田操子（貯金）、臨

高田久美子（貯金）、臨

石田ゆかり（貯金）、臨

立花洋子（店舗）

宮川貴代芙（店舗）

東 直子（店舗）

清

水

美

貴

去
る
四
月
三
日
よ
り

J

A
肱
川
営
農

指
導
課
に
勤
務
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
選
果
場
や
、
育
苗
セ
ソ

タ
ー
等
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お
会
い

す
る
と
思
い
ま
す
。

何
分
未
熟
者
で
御
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
私
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
り

J

A
肱
川
の
職
員
と
し
て
早
く
皆
様
方

の
お
役
に
立
つ
よ
う
努
力
致
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

何
か
と
御
指
導
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
四
月
よ
り
金
融
課
に
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
社

会
人
と
い
う
自
覚
を
持
ち
一
刻
も
早
く

仕
事
を
覚
え
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

J

A
職
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。仕
事
を
し
て
い
く
上
で
組
合
員
の
皆

様
や
地
域
の
方
々
と
の
か
か
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
の

希
望
で
す
。
そ
し
て
、

J

A
と
い
う
事

業
の
中
で
私
が
持
っ
て
い
る
最
大
限
の

能
力
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
一
日

一
日
を
怠

惰
に
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
日
々
勤

め
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
皆
様
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

藤

原

孝

行

お

知

ら

せ
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！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生性はクヌギ林造成から．I ! 
！ 
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！ 
｝ 平成10年 3月27日 ！乾椎茸市況（松山椎茸市場）I ! 
！ 県森連市況 ！ 

大洲木市より （単位m'当り： 円） 市売日• • •平成10年 3 月 24 日 t 
！ 市売数産 •1 , 460ケース 23,540kg f 

i 長さ末口径 スギ ヒノキマ ッ 平均単価 3,917円

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

t 

! 7cm下本 412本 280本 484本 330 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
l I Is Clll上本 403本 339本 546本 530 こうこ ～ 特用大 2,500~ 4,500 保 ！ 
! 14 mll3 cm上15,000I 10, 100 I 26,600 I 16,800 118cm上21,000
! 18 cm上17,31012,000 32,000 28,000 4cm上23,000 ! 大 厚 4,800~ 7,000 強特用中 3,800~ 5,200 保

! 24 cm上18500 35 000 30 00O cm上30000 中 厚 6,500~ 8,000 強特用中小 2,800~ 4,000 保 t 

！ 
7 cm下本 223本 167本 218本 167 中小厚 4,100~ 7,500 強特用小 2,800~ 3,500 保
8 cm上本 本 260本本 330

i 13m 
! ll cm上12,500 14,300 小 厚 3,600~ 5,400 強大パレ 2,000~ 3,400 保 ！ 

13 cm上16,50010,700 25,800 20,300 18cm上20,000 大ウス 3,400~ 7,000 強中パレ 2,400~ 3,800 保 i 
l I 11 s cm上18,100 j 11, 600 j 29,000 j 23, 900 j24cm上22,000 中ウス 4,500 ~ 7,000 強中小バレ 2,400 ~ 3,600 保 ！ 
i I 124 cm上16,ooo 110, 600 I 21, 900 [ 16, Boo J30cmJ: 

！ 
7 cm下本 70本一本 70本一

中小ウス 4,000 ~ 6,000 強小パレ 1,800 ~ 3,000 保 t 
! 2m  8 cm上本一本 一 本 一本一 小ウス 3,200~5,600 強変形 2,600~ 4,500 保！

16 cm上! -13cm上 ジャミ 1,800~ 4,000 強色悪ウス 1,400~ 2,800 蒻 t
、 30cm上 30cm上
! 13 cm上21,70015,600 46,400 30,000 どんこ大 ～ 色悪バレ l,000 ~ 1,800 弱 t 
! 6 m 18 cm上1900015 300 44 100 37 ooo どんこ中 ～ 4粒トゾ、ノコ ～ ！ 
！ 特選 210,000 どんこ小 ～ スライス 1,700 ~ 6,200 強 ！ 
！ 足 場 1m当たり円～円 概況 松山椎茸会（入札業者）総会市の品柄は秋子から春子まで様々でやはり ' 
！ 杉、桧材共に製品の荷動き悪く保合。

！ 備考
パレ系が目立った。春子の進物系（中～中小ウス、厚）は買い気強く、パ

！ 言悶；孟贔昇雷攣ま弱い。これから湿度も高くなりますの i 
！ 

¥..--- - - - - - - -- - - - - - ------ --- ---- - --- - - - - - - _._J-- - - - - - - -- - - - - - - - -.J 

林
業
改
良
指
導
員

松

岡

真

悟

は
じ
め
ま
し
て
、
新
し
く
肱
川
駐
在
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

「
松
岡
真
悟
」
と
申
し
ま
す
。

林
業
課
に
新
規
採
用
で
配
属
さ
れ
て
今

年
度
で
三
年
目
に
な
り
、
今
ま
で
に
も
度
々

肱
川
町
に
は
訪
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の

度
に
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
正
直
申
し
ま
し
て
ま
だ
ま
だ
肱
川
の
人
や
地
理
に
は
詳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
駐
在
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
限
り
は
、

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
、
肱
川
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
覚
え
、
い

ち
早
く
皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
短
い
挨
拶
で
大
変
恐
縮
な
の
で
す
が
、
こ
の
場
を
お
か

り
し
ま
し
て
少
し
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
齢
は
二
十
四
歳
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ヴ
そ
し
て
寝
る
こ
と
で
、

休
日
は
、
昨
年
十
二
月
に
一
緒
に
な
っ
た
ば
か
り
の
嫁
と
二
人
で

ぐ
う
た
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
体
重
増
加
の
傾
向
が
あ
り
、
し
か
も
腹
が
で
て
き
た
の
で

す
が
、
こ
れ
を
く
い
止
め
る
た
め
に
も
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
現
場
に
訪

れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

な
に
を
す
る
に
も
結
構
プ
サ
イ
ク
で
、
ま
た
経
験
も
少
な
い
た

め
、
知
ら
ず
知
ら
ず
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、
「
あ
ま
り
あ
せ
ら
ず
、
そ
し
て
一
所
懸
命
」
の
ペ
ー

ス
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
任
挨
拶

林
業
改
良
指
導
員

赤

松

寛

和

離
任
の
挨
拶

謹
啓
花
も
終
わ
り
葉
桜
の
候
と
な
り
ま
し
た
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す。
さ
て
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
肱
川
森
林
組
合
駐
在
の
席
を

解
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
公
私
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一

年
間
と
い
う
非
常
に
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
肱
川
の
自

然
の
美
し
さ
や
、
森
林
組
合
を
始
め
、
地
域
の
方
々
の
温
か
さ
は
、

よ
き
思
い
出
と
し
て
深
く
心
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
県
庁
林
業
振
興
課
に
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

肱
川
で
得
た
貴
重
な
経
験
や
思
い
出
を
糧
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
1
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
乎

5
月
6
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

5

月
8

日
（
金
）
藤
野
原•
町

5
月
11
日
（
月
）
八
重
栗

・
上
森
山

大
成
・
正
山

5
月
13
日
（
水
）
久
保

5
月
15
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

5
月
18
日
（
月
）
広
常
・
影
地

5
月
19
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

5
月
20
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

5
月
22
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

5
月
25
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

5
月
27
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

5
月
29
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

L
P
G
配
達
予
定
表

5
月
7
日
（
木
）
岩
谷
方
面
（
集
配
時

5
月
醤
油
配
達
予
定
表

5
月
6
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
7
日
（
木
）
岩
谷
方
面

5
月
11
日
（
月
）
中
津
方
面

5
月
20
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
21
日
（
木
）
岩
谷
方
面

5
月
25
日
（
月
）
中
津
方
面

=
―
月
号
で
お
知
ら
せ
致
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
五
月
は
配
達
が
多
く
有
り
ま

す
の
で
本
所
地
区
は
次
の
通
り
配
達
予

定
日
を
設
定
致
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ビ
ー
マ
ン
を
作
り
ま
せ
ん
か

ピ
ー
マ
ソ
は
、
作
り
や
す
く
、
軽

量
で
あ
る
の
で
高
齢
者
や
女
性
向
け

の
作
物
で
す
。
価
格
も
比
較
的
安
定

し
て
お
り
、
毎
日
収
穫
し
な
く
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
袋
詰
め

に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

転
作
で
な
に
を
作
ろ
う
か
迷
っ
て

い
る
方
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で

ピ
ー
マ
ソ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
定
植

ま
で
の
管
理
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

＿
定
植
準
備

基
肥
を
施
用
し
、
畝
幅
一
五

Ocm

高
さ
二

Ocm
（
畑
は
一

Ocm)
の
畝
を

作
る
。耕
起
、
畝
立
て
は
土
が
湿
っ
た
状

態
で
行
い
、
そ
の
後
、
降
雨
で
畝
の

深
層
ま
で
湿
っ
た
状
態
で
シ
ル
バ
ー

マ
ル
チ
を
被
覆
す
る
。

支
柱
（
長
さ
六

Ocm
、一

0
a
当
り

一
、
四

0
0本
）
と
杭
（
長
さ
一
五

0

cm
以
上
、
一

0
a
当
り
五

0
0
本）

準
備
す
る
。

二

定

植

晴
天
の
あ
た
た
か
い
日
に
行
う
。

株
間
は
六

Ocm
以
上
と
す
る
。

定
植
後
し
ば
ら
く
は
、
株
も
と
へ

手
灌
水
す
る
。
葉
色
が
薄
か
っ
た
り
、

軟
弱
、
徒
長
苗
に
は
薄
め
の
液
肥
で

灌
水
す
る
。

初
期
生
育
が
悪
い
場
合
は
、
一
番

花
は
摘
み
取
り
生
育
促
進
を
図
る
。

=
―
支
柱
立
て

定
植
後
は
す
ぐ
に
支
柱
を
立
て
、

第
一
分
枝
の
下
を
結
束
す
る
。

第
一
分
枝
よ
り
下
の
脇
芽
は
晴
天

早
期
栽
培
米
の
管
理

＿

施

肥

早
期
に
栽
培
さ
れ
る
、
”
コ
シ
ヒ

カ
リ
“
ゃ
‘
”
あ
き
た
こ
ま
ち
“
は

倒
伏
し
や
す
く
、
ま
た
、
い
も
ち
病

に
弱
い
た
め
、
基
肥
は
控
え
め
に
し

て
穂
肥
に
重
点
を
置
い
た
施
肥
に
し

ま
す
。基
肥
は
”
コ
シ
ヒ
カ
リ
“
で
は
ひ

め
有
機
ブ
レ
ソ
ド
を
一

O
a
当
た
り

二
0
ー
三

0
k
g、
”
あ
き
た
こ
ま
ち

“
で
三

0
k
gを
目
安
と
し
ま
す
が
、

地
力
や
前
作
に
よ
っ
て
加
減
し
ま
す
。

ニ

病

害

虫

対

策

い
も
ち
病
、
ウ
ソ
カ
・
ヨ
コ
バ
イ

類
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
、
ソ
対
策
と
し

て
、
移
植
当
日
に
露
払
い
し
て
か
ら

ビ
ー
ム
ア
ド
バ
ソ
テ
ー
ジ
粒
剤
を
一

箱
当
た
り
五

0
gを
均
一
に
散
布
し

軽
く
灌
水
し
ま
す
。

ま
た
、
補
植
用
の
苗
を
長
期
間
本

田
に
放
置
し
て
お
く
と
、
そ
れ
が
い

も
ち
病
の
発
生
源
に
な
り
ま
す
の
で

早
め
に
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜
ぅ三
移

植

裁
植
密
度
は
面
当
た
り
一
八
株
程

度
と
し
、
植
え
付
け
本
数
は
株
当
た

り
三
ー
四
本
と
し
ま
す
。
植
え
付
け

本
数
が
多
い
と
ひ
弱
な
分
け
つ
に
な

り
、
病
害
虫
の
発
生
や
倒
伏
の
原
因

日
に
取
り
除
く
。

詳
し
く
は
農
協
に
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

に
な
り
ま
す
。

補
植
は
、
連
続
し
た
欠
株
が
な
い

よ
う
で
し
た
ら
し
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
欠
株
率
が
五
％
以
内
な
ら

収
量
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四

除

草

剤

散

布

カ
ル
シ
ョ
ッ
ト

L
フ
ロ
ア
ブ
ル
は

移
植
し
て
三
ー
五
日
後
、
ウ
ル
フ
エ
ー

ス
1kg粒
剤
は
五
ー
七
日
後
、
ス
パ
ー

ク
ス
タ
ー

1
k
g粒
剤
で
は
五

,..___,10

日
後
に
散
布
し
ま
す
。

散
布
後
三
ー
五
日
間
は
湛
水
状
態

に
し
、
落
水
や
か
け
流
し
を
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

五
初
期
の
水
管
理

こ
の
時
期
は
、
気
温
が
低
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
移
植
後
は

活
着
す
る
ま
で
は
深
水
と
し
、
低
温

に
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

栗
の
管
理

＿
‘
接
ぎ
木
の
管
理

台
木
か
ら
出
た
芽
は
大
ぎ
く
な
ら

な
い
う
ち
に
早
め
に
全
部
芽
か
ぎ
し

ま
す
。
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り

す
る
と
接
ぎ
穂
の
生
育
が
悪
く
な
り

ま
す
。

二

防

除

コ
ウ
モ
リ
ガ
は
こ
の
時
期
に
株
も

と
の
草
に
寄
生
し
た
後
、
栗
の
樹
に

は
い
上
が
り
新
梢
や
幹
に
侵
入
し
ま

す
。
株
も
と
の
草
刈
り
を
行
い
、
被

害
の
軽
減
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
す

で
に
幹
に
侵
入
し
て
い
る
も
の
に
は

穴
に
ス
ミ
チ
オ
ソ
を
注
入
し
ま
す
。

ク
ス
サ
ソ
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月

上
旬
に
孵
化
し
ま
す
。
分
散
す
る
と

防
除
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
孵

化
直
後
に
防
除
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜
うそ
の
他
果
樹
の
管
理

一
ゆ
ず
の
訪
花
害
虫
防
除

ゆ
ず
の
花
が
咲
く
と
蜜
や
花
粉
を

求
め
て
ハ
ナ
ム
グ
リ
や
ケ
シ
キ
ス
イ

が
飛
来
し
子
房
を
傷
つ
け
て
品
質
低

下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
訪
花
害
虫

の
防
除
は
、
三
分
咲
き
頃
と
満
開
期

の
二
回
、
ス
ミ
チ
オ
ソ
乳
剤
、
オ
ル

ト
ラ
ソ
ナ
ッ
ク
水
和
剤
を
散
布
し
ま

す
。
散
布
す
る
時
間
帯
は
、
虫
が
花

に
多
く
飛
来
し
て
い
る
午
前
中
が
最

適
で
す
。

二

柿

の

摘

曹

摘
管
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
果

実
肥
大
を
良
く
す
る
と
と
も
に
花
芽

分
化
を
良
く
し
て
隔
年
結
果
防
止
に

な
り
ま
す
。

摘
菅
の
時
期
は
開
花
前
一
ヶ
月
で

一
五

i
-
0
日
前
が
適
期
で
す
。

適
薔
の
程
度
は
、
一
結
果
母
枝
に

一
董
と
し
ま
す
。
適
贅
す
る
と
生
理

的
落
果
は
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
着

果
量
不
足
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
樹
勢
が
強
い
樹
や
、
多
肥
、

強
剪
定
の
管
理
を
し
て
い
る
樹
で
は

生
理
的
落
果
が
多
い
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

適
管
す
る
の
は
、
一
番
花
、
へ
た

が
三
枚
の
も
の
、
奇
形
花
、
遅
れ
花

で
す
。
へ
た
が
大
き
く
下
向
き
か
横

向
ぎ
の
管
を
残
す
よ
う
に
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
サ
イ
レ
ー

ジ
調
整
と
安
定
し
た
夏
作
飼
料
作
物

栽
培
ー
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
サ
イ

レ
ー
ジ
調
整

秋
播
き
し
た
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ

ラ
ス
は
、
夏
作
の
こ
と
を
考
慮
す
る

と
最
後
の
刈
り
取
り
と
な
り
ま
す
。

刈
り
取
り
は
、
高
栄
養
生
産
が
期

待
で
き
る
出
穂
期
を
中
心
と
す
る
が
、

天
気
予
報
に
十
分
留
意
し
、
雨
が
続

き
調
整
作
業
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

で
あ
れ
ば
少
々
早
く
て
も
刈
り
取
り

ま
し
ょ
う
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
乾
草

に
調
整
す
る
場
合
、
刈
り
取
っ
た
圃

場
に
お
い
て

3
ー
4
日
晴
天
の
下
で

数
回
反
転
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ー
ジ
に
調
整
す
る
方
法
も

あ
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
原
料
と
し
て

は
、
発
酵
品
質
が
良
く
、
家
畜
も
好

み
栄
養
価
も
高
い
。
ま
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
ソ
ル
ガ
ム
の
サ
イ
レ
ー
ジ
に

比
べ
蛋
白
質
含
量
が
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

刈
り
遅
れ
や
雨
に
ぬ
れ
た
も
の
は

サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る

た
め
、
乳
酸
菌
、
ぎ
酸
及
び
糖
蜜
等

の
添
加
物
を
使
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ

。
ぅ
以
上
の
こ
と
か
ら
「
良
質
サ
イ
レ
ー

ジ
づ
く
り
」
の
基
本
励
行
し
ま
し
ょ

。
ぅ2

夏
作
飼
料
作
物
の
作
付
け

す
で
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ソ
ル
ガ

ム
の
播
種
適
期
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

天
候
不
順
で
あ
っ
て
も
無
理
な
作
業

を
進
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
ソ
ル
ガ
ム
は
利
用
目
的
に
も
よ
る

が、

8
月
上
旬
ま
で
播
種
が
可
能
で

あ
り
、
夏
作
栽
培
の
ポ
イ
ソ
ト
で
あ

る
台
風
被
害
回
避
を
大
前
提
に
適
切

な
草
種
や
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た
安

定
し
た
飼
料
作
物
栽
培
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ソ
タ
ー

主

査

高

野

政

明
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0
重
点
目
標

ぶ

1
り
1'01

ん
か
ん
し

」

t
;
'
と：

豊
か
で
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
を

H
指
し
て

平
成
十
年
度
公
民
館
活
動
方
針

公
民
館
で
は
、
平
成
十
年
度
の
活
動
方
針
を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
し
た
。

公
民
館
が
も
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
施
設

・
設
備
の
整
備
、
活
動
内
容

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

公
民
館
の
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
種
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

0
基
本
方
針

「
一
人
ひ
と
り
の
心
に
風
を
」
と
展
開

さ
れ
て
い
る
「
風
お
こ
し
運
動
」
の
理
念

に
基
づ
き
、

●
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ

ソ
タ

ー
、
学
習
セ

ソ
タ
ー
、
情
報
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
の

公
民
館
の
機
能
充
実
に
つ
と
め
、
町

民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、

情
操
の
純
化
を
図
る
公
民
館
活
動
を

展
開
す
る
。

●
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
に
そ
っ
て
、

関
係
す
る
各
事
業
を
推
進
す
る
。

¥u
,

［
 ヽ

「
、℃

1

幼
児
教
育

幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
の
人
間
形
成
の
基
礎
事
業
で
あ

る。こ
の
役
割
を
は
た
す
親
の
家
庭
教

育
の
知
識
・
技
術
・
態
度
に
関
す

る
学
習
機
会
・
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。

2

少
年
教
育

子
供
会
や
少
年
団
活
動
を
と
お
し

て
、
役
割
分
担
、
協
同
意
識
を
育

て
、
自
主
性
や
協
調
性
を
高
め
る

た
く
ま
し
い
「
肱
川
っ
子
」
を
育
て

る。

屯

事

業

●
わ
ん
ば
く
学
級

●
緑
の
少
年
隊

編集•発行

肱川町 公 民館
ff (0893) 34 -2307 

●
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル

●
健
康
マ

ラ
ソ
ソ

●
ス
ボ

ー
ツ
少
年
団

●
野
外
活
動
交
流

3

青
年
の
学
習

仲
問
意
識
を
高
め
、
明
日
の
肱
川

を
担
う
青
年
と
し
て
の
教
養
を
高

め
、
社
会
的
役
割
と
責
任
を
自
覚

す
る
青
年
の
育
成
を
め
ざ
す
。

R

事

業

●
地
域
文
化
・
芸
能
活
動
へ
の
参

n
 

力
●
青
年
団
交
流

●
青
年
団
育
成

●
青
年
だ
よ
り
「

A
S
U
K
A
」の

発
行
支
援

●
国
内
研
修

4

成
人
の
学
習

自
己
啓
発
、
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
と
自
主
性

に
も
と
づ
く
学
習
の
場
、
地
域
課

題
・
生
活
課
題
に
応
じ
た
学
習
機

会
を
提
供
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
す
成
人
の
育
成
に
努

め
る
。

衝

事

業

●
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
学
習
活

動
●
フ
ォ
ー
ラ
ム
ヘ
の
参
加
啓
発

●
図
書
室
利
用
に
よ
る
個
人
学
習

援
助

●
成
人
学
習
機
会
の
情
報
提
供

●
定
例
部
落
長
会
に
お
け
る
公
民

館
学
習

5

娼
人
の
学
習

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
に
お

け
る
婦
人
の
役
割
を
正
し
く
認
識

し
、
教
養
を
高
め
、
輝
き
の
あ
る

婦
人
の
育
成
を
め
ざ
す
。

④

事

業

●
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成

（
文
化
、
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
等
）

6

高
齢
者
の
学
習

高
齢
化
の
著
し
い
肱
川
町
に
あ
っ

て
高
齢
者
の
果
た
す
役
割
は
大
ぎ

、0
し自
己
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域
に

お
け
る
役
割
の
自
覚
、
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
学
習
活
動
、
諸

活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
学

習
活
動
を
す
す
め
る
。

屯

事

業

•

お
四
国
学
級

●
明
老
大
学

●
創
作
館
活
動

●
ク

ロ
ッ
ケ
ー
大
会

●
グ

ラ
ウ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
学
習
活
動
の

支
援

7

図
書
活
動

読
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
人
間
性

を
培
い
、
お
互
い
の
心
の
ふ
れ
あ

い
を
図
り
な
が
ら
住
み
続
け
た
い

町
、
新
し
い
町
を
創
造
す
る
た
め

に
図
書
活
動
の
充
実
を
さ
ら
に
す

す
め
る
。

屯

事

業

●
図
書
室
経
営

●
お
話
文
庫

●
児
童
文
庫

●
事
業
所
文
庫

●
配
本
駐
車
場

•
読
書
会

8

国
際
感
覚
啓
発
活
動

国
際
感
覚
を
養
う
学
習
機
会
を
提

供
し
、
視
野
を
広
く
も
つ
人
材
の

育
成
を
図
る
。

衝

事

業
●
ホ
ー
ム
入
テ
イ

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

●
肱
川
国
際
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
英
語
教
室

9

同
和
教
育

す
べ
て
の
住
民
が
同
和
問
題
を
国

民
的
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、
自

己
の
変
革
を
図
る
と
共
に
、
生
活

の
中
で
そ
の
解
決
に
努
力
す
る
よ

う
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

屯

事

業
●
第

9
回
「
熱
き
風
心
を
開
く

人
権
集
会
」

●
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

●
企
業
・
事
業
所
・
各
種
団
体
の

同
和
教
育

●
町
職
員
の
同
和
教
育

●
同
和
教
育
啓
発
活
動

●
子
供
会
育
成
事
業

10
視
聴
覚
教
育

映
画
や
ビ
デ
オ
等
視
聴
覚
教
材
活

用
に
よ
る
学
習
の
推
進

衝

事

業

●
町
公
民
館
の
視
聴
覚
器
材
並
び

に
大
洲
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
十

六
ミ

リ
映
画
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
を
各
講
座
・
学
級
に
教
材
と

し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
。

11

文
化
活
動

「
文
化
の
香
る
町
」
を
め
ざ
し
て
、

文
化
グ
ル
ー
プ
・
サ

ー
ク
ル
の
育

成
を
図
る
。

屯

事

業
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●
文
化
協
会
の
育
成

●
地
域
文
化
の
堀
り
お
こ
し

●
文
化
芸
能
発
表
会

12
文
化
財
の
愛
護
活
動

県
・
町
指
定
文
化
財
の
保
存
と
理

解
・
啓
発
に
努
め
、
郷
土
に
伝
わ

る
年
中
行
事
・
伝
統
芸
能
の
伝
承

を
図
る
。

衝

事

業

●
鎮
縄
神
楽
公
演

●
大
谷
文
楽
公
演

●
民
俗
文
化
財
記
録

●
盆
踊
り
等
伝
承

13

展
示
・
広
報
活
動

●
展
示
活
動

学
習
情
報
の
提
供
、
グ
ル
ー
プ

活
動
の
作
品
展
示
、
芸
術
文
化

事
業
の
情
報
提
供

●
広
報
活
動

・
公
民
館
報
の
毎
月
発
行

・
社
会
教
育
事
業
に
対
す
る
理
画t
 

―-＝-
D
 

解
を
深
め
る
。

・
地
域
の
課
題
を
考
え
る
材
料
動

と
し
て
提
起
す
る
。

舌

・
文
化
グ
ル
ー
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
育

活
動
、
活
性
化
の
テ
コ
と
す

本＇
＇J、_ー会

る。

土

・
後
世
に
残
る
価
値
あ
る
記
録

と
し
て
残
す
。

文
'

•

町
民
の
意
見
、
交
換
の
場
と
度

す
る

。

年

．
届
け
る
学
習
の
役
割
。

10成平

屯

事

業

●
年
間
を
通
し
て
各
グ
ル
ー
プ、

サ
ー
ク
ル
作
品
の
展
示

●
公
民
館
報
の
毎
月
発
行

14
社
会
体
育

◆スポーツ大会

開催日 大会名 開催場所 備 考

5. 6 ~ 第ポ26回 ）1BJー内グソ戦フト 町民運動場 第第 1試試合合19時時30分から
毎週月 ～金 ー）レ l 2 20 50分から

5 17(日） ル少年大キ会ックベースポー 町民運動場 予備日5月23日（土）

5. 17(日） 大少年会ニュースポーツ トレーニング 予備日5月23日（土 ）
センタ ー

5 3見1(日） 第大（ス1会9ポ回レ町ク内クロッケー 老老一（年般年年齢のII1制部部部限(（60オオ以上 ）） 70 以上
予日 '98八幡浜 町民運動場6. 日）

大会予選） 無し）

大第ル（ス会フ5ポ大予回レ会選グクラ）' ウン ドゴ6 10(水）
98八幡浜 町民運動場

トレーニング

大町会内バレーポー）レ
センタ ー

6. 21(日） 予子林小体育館
大谷小体育館
正山小体育館

6 21(日 ） 町内レクリエーシ ョ 中野小体育館
ンバレー大会

10 10（土） 第38回町民運動会 肱川中学校 雨天順延予備日10月18日（日）

第14回ふれあいまつ

11. 1 5(巳 ） り 肱川中学校
グラウンドゴルフ大
コヘコ:

1. 24(日 ） 大第会17回健康マラソン 肱川中学校

1 24(日 ） 第18回肱川駅伝大会 肱川中学校

0その他の大会

開躍日 大会名 開催場所 備 考

9 6(日） スポレク'98喜多郡大会 五 十 崎 町 予備日9月13日（日）
（ズポレク'98八幡元后抒選）

10. 4 (日） スポレク'98八幡浜 八幡浜 市 一般（同競日技開、クロッケー
大会 等催）

11 1（日） スポレク'98愛媛県 県運動公園
大会

●
町
内
の
各
世
代
の
人
々
が
、
そ

れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る

機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

体
育
事
業
を
展
開
す
る
。

●
自
主
的

・
継
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
、
諸

条
件
を
整
え
る

•
「
健
康
づ
く
り」
に
積
極
的
に
取

り
組
む
意
欲
の
高
揚
と
、
一
緒

に
取
り
組
む
仲
間
づ
く
り
を
め

ざ
す
。

●
町
民
お
互
い
の
親
睦
と
融
和
を

図
る
社
会
体
育
を
推
進
す
る
。

・
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
開
催
（
み

ん
な
が
参
加
）

・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と

組
織
化

・
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り

の
啓
発

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
高
齢

者
体
育
の
推
進

・
体
育
施
設
の
整
備

・
拡
充

④

事

業

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

15
生
活
運
動
の
推
進

各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り

生
活
運
動
を
推
進
す
る
。

●
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
す
る
生
活

改
善
運
動

●
分
煙
運
動
の
推
進

●
あ

い
さ
つ
運
動

●
国
旗
を
掲
げ
る
運
動

16
「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
展
開

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
中
”
行

財
政
の
効
率
化
“
に
も
と
づ
く
組

織
機
構
簡
素
合
理
化
の
推
進
。

地
区
組
織
の
整
理
合
理
化
に
お
け

る
分
館
組
織
の
見
直
し
。

17
花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

●
花
と
緑
を
育
み
、
美
し
い
風
景

を
み
ん
な
で
共
有
す
る
花
の
ま

ち
づ
く
り
運
動
の
展
開

●
管
理
し
や
す
く
み
ん
な
が
手
軽

に
参
加
で
き
る
花
づ
く
り
運
動

●
地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
幹

線
道
路
へ
の
植
苗
（
樹
）

●
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
花
い
っ

ば
い
運
動

i

春
に
な
る
と
自
然
は
常

に
新
し
く
な
り
ま
す
。
人

~

間
も
そ
う
あ
り
た
い
も
の

~
で
す
。
こ
れ
は
、

何
か
を

[

新

し

く

始

め

る

こ

と

で

は

~
な
く
、
気
持
ち
ゃ
考
え
方

~
を
新
し
く

し

て
い
く
こ
と

~
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

~
新

し

い
仕
事
を
始
め
る

~
こ
と
は
、
そ
れ
程
む
ず
か
し
い
こ
と

~
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
期
に
わ
た

~
る
仕
事
に
対
し
意
欲
と
遂
行
力
を
高

~
い
レ
ベ
ル
で
維
持
さ
せ
る
こ
と
は
非

i

常
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
初
め

~
は
良
く
て
も
尻
窄
ま
り
に
な
り
が
ち

~
で
す
。

~
春
、
万
物
が
再
生
す
る
こ
の
時
に

~
自
分
の
心
を
見
つ
め
、
自
分
に
も
う

~
一
度
問
い
か
け
て
み
る
こ
と
が
大
切

~
で
す
。
今
、
私
は
な
ぜ
こ
の
仕
事
を

~
し
て
い
る
の
か
。
私
の
動
機
は
適
切

~
か
。
自
分
の
仕
事
の
意
義
は
何
か
。

~
意
欲
的
に
働
い
て
い
る
か
。
外
見
も

[
内
面
も
自
分
は
明
朗
で
あ
る
か
。
仲

~
間
の
こ
と
を
充
分
考
え
て
い
る
か
。

~
人
生
を
無
駄
に
し
て
い
な
い
か
。
な

「
ど
な
ど
で
す
。

~
こ
の
よ
う
な
質
問
に
自
ら
正
真
で

~
あ
れ
ば
、
仕
事
に
退
屈
す
る
こ
と
か

~
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

i

黒
沢
明
監
督
の
映
画
に
「
生
き
る
」

~
と
い
う
感
動
的
な
名
作
が
あ
り
ま

~
す
。
こ
の
映
画
は
、
客
観
的
に
自
分

~
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
人
に
役
に
立

~
ち
、
自
己
再
新
の
力
を
与
え
て
く
れ

~
る
作
品
で
す
。
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0

前

任

校

大
洲
市
立
粟
津
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

西
宇
和
郡
出
身
で
す
が
、
大
洲
に

住
ん
で
お
り
ま
す
。
「
人
が
人
を
人

》•,,,9 

；教頭
~ : 

いのうえ しょうさく

； 井上正作：
---------------------------

0

前

任

校

八
幡
浜
教
育
事
務
所

0

ひ
と
こ
と

「
誠
実
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
何
事
に
も

誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
た
い
と
思
い

ま
す
。六
年
ぶ
り
二
度
目
の
肱
川
町
勤
務

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一褐
；校長

さえき あつし

i 佐伯惇之 iL---------------------------

圏
圏
中
野
小
学
校
因
菌

0

転

出

校

長

鴨

川

靖
雄

に
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で

す
。
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し

て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

校長
なかの うr -

中野歌子---------------------

0

前

任

校

五
十
崎
町
立
御
祓
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
落
ち
着

い
た
中
に
も
活
気
あ
ふ
れ
る
肱
川
町

へ
来
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

因
圏
正
山
小
学
校
菌
圏

0

退

職

校

長

佐

川

0

転

出
教

頭

岡

部

良

三

（
河
辺
中
学
校
へ

虔

町
内
の
小
中
学
校
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

；校長 ＇ 
ょ — t• おさむ ＇ 

i横田 治 i---------------------------

菌
圏
岩
谷
小
学
校
圏
圏

0

退

職

校

長

井

内

0

転

出
教

諭

中

本

克

也

（
内
子
小
学
校
へ 功

0

前

任

校

内
子
町
立
内
子
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

肱
川
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

大
谷
小
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
大

谷
地
区
は
も
と
よ
り
、
こ
の
肱
川
町

を
知
り
、
子
供
達
と
共
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

、｛校長 ： 
＇ 

しみず よしゆき
， 

i 清水嘉之 ： 
， 

---------------------------

菌
菌
大
谷
小
学
校
菌
菌

（
大
洲
市
立
三
善
小
学
校

；教諭
しい、 L まさ き

： 下石雅樹---------------------------

0

前

任

校

長
浜
町
立
喜
多
灘
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

肱
川
町
勤
務
は
初
め
て
で
す
。
風

の
町
肱
川
町
へ
、
風
に
吹
か
れ
て
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

！校長 ！ 
9 9 

＇ 
やまもと いさお

：山本 功 i---------------------------

圏
菌
予
子
林
小
学
校
国
国

〇

転

出

校

長

正

岡

節

子

（
石
畳
小
学
校
へ

0

前

任

校

長
浜
町
立
白
滝
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

肱
川
町
へ
は
初
め
て
赴
任
し
ま
す
。

一
日
も
早
く
こ
の
地
に
慣
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

0

前

任

校

五
十
崎
町
立
五
十
崎
中
学
校

0

ひ
と
こ
と

風
と
湖
の
町
、
肱
川
町
へ
参
り
ま

し
た
。
風
の
「
動
」
と
湖
の
「
静
」
を
生

か
し
た
教
育
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

中
学
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
も
ぜ

ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

；校長
つる tc としひで

i 鶴田俊英；
L---------------------------> 

圏
圏
肱
川
中
学
校
圏
圏

0

前
，
任

校

内
子
小
学
校

0

ひ
と
こ
と

七
年
間
津
島
町
、
四
年
間
内
子
町

で
勤
務
し
、
や
っ
と
ふ
る
さ
と
で
勤

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
力
い
っ
ぱ
い
の
び
の
び
と
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0

退

職

校

長

井

上

0

転

出
教

諭

北

岡

聡

（
内
子
中
学
校
へ
）

教

諭

山

内

明

美

（
白
滝
小
学
校
へ
）

寛
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0

学
校
事
務

転

出

係

長

上

岡

時

子

（
岩
谷
小
学
校
か
ら

福
祉
介
護
支
援
係
へ

0

退

職

校

長

松

田

0

転

出

教

諭

矢

野

利

雄

（
大
瀬
中
学
校
へ
）

教

諭

冨

山

和

広

（
内
子
中
学
校
へ
）

教

論

二

宮

直

子

（
広
見
町
立
広
見
中
学
校
へ
）

〇
給
食
セ
ン
タ
ー

正
義

幽I＇教涸 IJ
＇ おおもり とおる
＇ 

：大盛 通L------------------------

0

前

任

校

越
智
郡
吉
海
町
立
吉
海
中
学
校

0

ひ
と
こ
と

肱
川
町
は
緑
豊
か
な
町
で
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
住
む
生
徒
た
ち
は
、

純
粋
で
素
睛
ら
し
い
。

こ
の
町
で
生
徒
た
ち
と
日
々
、
楽

し
ん
で
い
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぉ関国学級
第14期生の募集について

平成10年度の「お四国学級」の

参加者を募集します。

0目的

四国八十八ヶ所を四年間で巡

礼するとともに、各地の文化に

触れ教養を高める。

0対象

町内の55歳以上の男女
（初めて希望される方。一度学

級を終了された方も可。ただし、

人数が多い場合は、初めて希望

される方を優先）

0人員

15,....__,20名程度

0実施時期

平成10年10月中旬予定

0主催

肱川町公民館

0申し込み方法

電話で公民館までご連絡くだ

さい。

・電話 34-2307 

．締切り 5月31日

わからない点等あり ましたら

公民館までお問い合わせくださ

し ~o

転

入
所

長

北

川

敬

恒

（
農
業
委
員
会
よ
り
）

転

出

都

谷

征

也

（
町
民
課
へ
）

0

総
務
学
校
教
育
課

転

入
係

長

三

瀬

健

一

（
町
民
福
祉
課
よ
り
）

転

出

櫻

田

和

明

（
総
務
課
へ
）

0

社
会
教
育
課

転

入
課

長

二

葉

廣

和

（
ダ
ム
対
策
課
よ
り
）

退

職

冨

永

勲

0

公
民
館

館

長

池

田

重

雄

（
再
任
）

（
兼
社
会
教
育
指
導
員
）

表
現
の
自
由
と
言
葉
の
暴
力

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
「
な
に
げ

な
く
言
っ
た
こ
と
が
差
別
だ
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
何
を
言

う
の
も
本
人
の
自
由
で
は
な
い
か
。
」

と
考
え
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん

込

0
ヵ
誰
に
で
も
、
こ
れ
ま
で
に

一
度

や
二
度
は
胸
に
グ
サ
リ
と
突
き
さ

さ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
心

に
深
い
傷
を
受
け
た
経
験
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

し
た
場
合
、
言
わ
れ
た
方
の
人
は

耐
え
が
た
い
苦
し
み
を
受
け
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
っ
た

方
の
人
は
何
の
気
な
し
に
言
っ
て

い
る
の
で
、
言
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
さ
え
い
ま
せ
ん
。

最
近
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
中
で
の
「
い
じ

め
」
も
、
い
じ
め
て
い
る
側
の
子

ど
も
の
大
半
は
「
遊
び
半
分
」
で

大
和
田
和
敏

「
冗
談
」
だ
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
じ
め
ら
れ
る
側
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
き
わ
め
て
苦
痛
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
登
校
を
拒
否
し
た
り
、
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
す
。ま
た
、
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
長

く
受
け
続
け
て
き
た
人
び
と
は
、
差

別
の
た
め
に
社
会
か
ら
排
斥
さ
れ
、

十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
仕
事
や
生
活
の
上
で
大
き
な
不

利
益
を
受
け
て
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て、

差
別
の
た
め
に
、
愛
す
る
人
と
引
き

裂
か
れ
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

言
っ
た
人
に
と
っ
て
は
、
な
に
げ

な
い
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
差
別
を
受

け
続
け
て
き
た
人
に
と
っ
て
は
、
大

変
な
痛
み
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
は
十
分
に
理
解
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
葉
は
人
を

社
教
主
事

殺
し
も
す

生
か
し
も
し
ま
す
が
、

る
の
で
す
。

「
表
現
の
自
由
」
と
い
う
考
え
方

は
過
去
の
圧
政
下
の
社
会
に
お
い

て
、
民
衆
の
自
由
、
平
等
の
た
め

に
主
張
さ
れ

て
ぎ
た
も
の
で
、
人

を
差
別
す
る
た
め
に
表
現
の
自
由

が
使
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
び
と
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、

平
等
を
拡
大
す
る
た
め
の
表
現
の

自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
差
別
の
た

め
の
表
現
の
自
由
は
あ
り
え
な
い

の
で
す
。

安
易
に
言
葉
を
言
い
換
え
る
だ

け
で
は
、
現
実
は
変
わ
ら
な
い
の

は
確
か
で
す
が
、
差
別
表
現
は
差

別
の
あ
る
現
実
を
よ
り
悪
化
さ
せ
、

差
別
を
の
さ
ば
ら
せ
ま
す
。
不
合

理
な
現
実
変
え
る
た
め
に
は
、
人

を
傷
つ
け
る
表
現
に
つ
い
て
も
真

剣
に
考
え
る
べ
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ

、。

う
カ解
放
出
版
社
発
行

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？

部
落
問
題
一
問
一
答
」
よ
り

〔

行

事

予

定

〕

0

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

日
時
五
月
六
日
（
水
）
開
幕

（
毎
週
月
！
金
）

0

少
年
キ
ッ
ク
ペ
ー
ス
ポ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
五
月
十
七
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

場
所
町
民
運
動
場
ほ
か

※
都
合
に
よ
り

A
S
U
K
A
は
お
休

み
し
ま
す
。
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5月のカレンダー

饂卵尋 (26)

5月の日曜 ・祝日当直医

日 付 行 事 場 所

1 （金） 肱川町防災の日

2 （土）

3 (日）

4 (月）

5 （火）

6 （水） 心第、26回ごソフトボールリーグ戦開幕 公町民民運館動場
配 と相談・行政相談

7 （木）

8 （金）

9 （土）

10 (日） 春の道路愛護デー 町内統一

11 （月）

12 （火） 不用犬の引取り 保健セ ‘ノタ ー

13 （水） 肺がん検診 町内 5カ所

14 （木）

15 （金） 定例農業委員会 ・不燃物収集

16 （土）

17 (日） 少年キックベースボール・ニュースボーツ大会 町民グラソド

18 （月）

19 （火） 幼児教室 保健セソタ ー

20 （水） 心配ごと相談 公民館

21 （木） 定例部落長会 公民館

22 （金） 元気印教室 保健セソタ ー

23 （土）

24 (日）

25 （月） 結核レ‘ノ トゲソ検診 ・成人病検診 大谷公民館

26 （火） リハビリ教室 保健セ‘ノタ ー

27 （水） 乳幼児健康審査 ・離乳食実習 保健セソタ ー

28 （木） 税ム金シ歯等予出張防教受室入れ 保健センター

29 （金） 結核レ‘ノトゲソ検診・成人病検診 森白石集集会所会所

30 （土）

31 (日） 第19回町内 クロッケー大会 町民運動場

5 5 5 5 
相

月月 月月
21 7 20 6 三詠火
日日 日日
へへ へへ

日
木木 水水
‘‘  ‘ ‘-/ 

内 大
場子 洲

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

中

居

谷

中

居

谷

共

栄

町

下
鹿
野
川

下
鹿
野
川

瓜

生

谷

中津

日 当 直 医 華毛 話

堀 JI I 医 院 43-0555 3日 （内子町）

（日） 松尾産婦人科 24- 5803 
（中 村）

．玉．， 来 医 院 44- 2248 4日 （内子町）

（月） 池田泌尿器科 24-3100 
（東大洲）

4ヽ J 11 医 院 44- 2815 5日 （内子町）

（火） 清家産婦人科 24- 6868 
（東大洲）

古 J 11 医 院 44- 2407 10日 （内子町）

（日） 泉 内 和斗 24- 6407 
（東大拙 ）

町 田 医 院 43- 0211 17日 （内子町）

（日） 松元産婦人科 24- 3067 
（中 村）

成 田 医 院 47- 0061 24日 （内子町）

（日） 石 J 11 内 和十 24 - 3306 
（若 宮）

士 居 内 和十 44- 5521 31日 （五十崎）

（日） ／」、川整形外科 23- 5596 
（一の丸）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急病

曜日 病 院 名 電 話

月 ・火 市立大洲病院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大洲中央病院 24- 4551 

ぃ〗： n □三～、

大
野

山
下
藤
川

藤
原
孝
行
さ
ん
（
肱
川
町
中
居
谷

村
田
美
樹
さ
ん
（
大
洲
市
）
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兼
松
さ
ん
(88
歳）

明
さ
ん
(21
歳）

亀
田
ヒ
デ
子
さ
ん(82
歳）

川
上
イ
シ

ョ
さ
ん(86
歳）

濱

田

タ

ネ

さ

ん
(79
歳）

富
永
ヌ
イ
カ
さ
ん
(87
歳）

梧
野
キ
リ
エ
さ
ん
(81歳）

兼
吉
さ
ん
(87
歳）
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